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古
紙
配
合
率
７０
％
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
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営
住
宅
（
空
き
家
）
の
入

居
者
を
募
集
し
ま
す
。
募
集
住

宅
は
表
の
と
お
り
で
す
。

◇
応
募
資
格

次
の
要
件
を

す
べ
て
満
た
す
方

▽
市
内
在

住
（
住
民
登
録
ま
た
は
外
国
人

登
録
）
ま
た
は
在
勤

▽
婚
約

者
、
内
縁
者
を
含
む
同
居
親
族

が
い
る
（
単
身
者
で
も
６０
歳
以

上〈
昭
和
３１
年
４
月
１
日
以
前
生

ま
れ
の
６０
歳
未
満
の
方
を
含
む
〉

ま
た
は
障
害
者
な
ど
の
条
件
を

満
た
せ
ば
可
）

▽
住
宅
に
困

っ
て
い
る
（
持
ち
家
が
あ
る
方

は
原
則
不
可
）

▽
所
得
が
基

準
額
以
内
（
一
般
階
層
１５
万
８

０
０
０
円〈
１１
万
４
０
０
０
円
〉

以
内
、
裁
量
階
層
２１
万
４
０
０

０
円〈
１３
万
９
０
０
０
円
〉以
内
）

※〈

〉内
は
宝
持
西（
小
）住

宅
の
基
準
額
。

◇
対
象

申
し
込
め
る
間
取

り
は
世
帯
人
数
と
住
宅
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
。

▽
期
限
付

き
若
年
者
世
帯
向
け
住
宅
（
入

居
承
認
か
ら
１０
年
後
に
返
還
い

た
だ
き
ま
す
）
�
３５
歳
以
下
の

夫
婦
（
２
Ｄ
Ｋ
）
ま
た
は
子
ど

も
が
い
る
３５
歳
以
下
の
夫
婦（
２

Ｄ
Ｋ
以
上
）

▽
一
般
世
帯
向

け
住
宅
�
申
込
資
格
を
満
た
す

単
身
者（
１
Ｄ
Ｋ
）、
単
身
者
以

上
（
２
Ｄ
Ｋ
）
、
３
人
以
上
（
２

Ｄ
Ｋ
以
上
）

▽
シ
ル
バ
ー
ハ

ウ
ジ
ン
グ
（
生
活
援
助
員
派
遣

に
か
か
る
費
用
が
別
途
必
要
）

�
家
族
か
ら
日
常
生
活
の
支
援

が
期
待
で
き
な
い
６５
歳
以
上
の

単
身
者

※
年
齢
な
ど
の
資
格
要
件
は

９
月
１０
日
現
在
。く
わ
し
く
は
、

応
募
用
紙
に
添
付
の
募
集
申
込

み
の
し
お
り
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�
家
賃
の
例
�

▽
稲
田
鷺

島
住
宅

２
万
６
２
０
０
円
〜

５
万
６
０
０
０
円
程
度

▽
上

小
阪
東
住
宅

１
万
４
９
０
０

円
〜
２
万
９
０
０
０
円
程
度

◇
応
募
方
法

応
募
用
紙（
１

世
帯
１
通
）
に
必
要
事
項
を
書

き
、
必
要
書
類
を
添
え
て
、
所

定
の
封
筒
で
９
月
１０
日
�
（
消

印
有
効
）
ま
で
に
郵
送

※
応
募
用
紙
は
８
月
３０
日
�

か
ら
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を

除
く
）
住
宅
政
策
課
、
市
政
情

報
コ
ー
ナ
ー
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
、
福
祉
事
務
所
で
配

布
。
重
複
申
込
み
不
可
。
１０
月

８
日
�
午
前
１０
時
か
ら
市
役
所

本
庁
舎
１
階
多
目
的
ホ
ー
ル
で

公
開
抽
選
を
行
い
、
仮
当
選
者

を
決
定（
後
日
入
居
審
査
あ
り
）。

◇
応
募
・
問
合
せ
先

住
宅

政
策
課

０
６
（
４
３
０
９
）

３
２
３
１
、�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
３
４

市
で
は
、
地
球
環
境
へ
の

負
荷
の
低
減
や
改
善
な
ど
、

豊
か
な
環
境
を
創
造
す
る
た

め
に
豊
か
な
環
境
創
造
基
金

を
活
用
し
て
公
共
的
な
施
設

の
整
備
や
環
境
教
育
、
環
境

啓
発
、
改
善
活
動
を
行
う
団

体
な
ど
に
補
助
金
を
交
付
し

て
い
ま
す
。

今
年
度
も
募
集
し
、
審
査

し
た
結
果
、
次
の
７
団
体
に

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。
な

お
、
団
体
の
活
動
成
果
発
表

会
は
来
年
４
月
に
開
催
す
る

予
定
で
す
。

◇
交
付
団
体

▽
金
岡
中

学
校
区
青
少
年
健
全
育
成
協

議
会

▽
エ
コ
ナ
マ
ク
ラ
ブ

▽
大
阪
環
の
会
東
大
阪
支
部

▽
東
大
阪
市
立
英
田
幼
稚
園

Ｐ
Ｔ
Ａ

▽
社
会
福
祉
法
人

杏
林
福
祉
会
木
の
実
保
育
園

▽
東
大
阪
市
立
意
岐
部
幼
稚

園
Ｐ
Ｔ
Ａ

▽
東
大
阪
市
立

大
�
東
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

※
活
動
内
容
な
ど
、
く
わ

し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

◇
問
合
せ
先

環
境
企
画

課

０
６（
４
３
０
９
）３
１

９
８
、
�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
１
８

経
済
的
な
理
由
で
地
上
デ
ジ

タ
ル
放
送
を
受
信
で
き
な
い
方

を
対
象
に
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
簡
易
チ
ュ
ー
ナ
ー
の
無
償
給

付
を
７
月
２
日
ま
で
受
付
し
て

い
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
申
込

期
限
を
延
長
し
ま
す
。

◇
申
込
期
限

１２
月
２８
日
�

（
消
印
有
効
）

◇
対
象

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信

料
が
全
額
免
除
と
な
っ
て
お
り
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世

帯
（
た
だ
し
、
す
で
に
地
上
波

デ
ジ
タ
ル
放
送
が
視
聴
で
き
る

環
境
に
あ
る
世
帯
を
除
く
）

�
生
活
保
護
な
ど
の
公
的
扶
助

を
受
け
て
い
る

�
障
害
の
あ

る
方
（
身
体
障
害
者
手
帳
、
療

育
手
帳〈
ま
た
は
判
定
書
〉、
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
い

ず
れ
か
を
所
持
）
が
い
る
世
帯

で
、
世
帯
全
員
が
市
民
税
非
課

税

�
社
会
福
祉
事
業
施
設
に

入
所
し
、
自
ら
テ
レ
ビ
を
持
ち

込
ん
で
い
る

◇
申
込
方
法

▽
す
で
に
Ｎ

Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
が
免
除
さ
れ

て
い
る
世
帯
�
Ｎ
Ｈ
Ｋ
か
ら
送

付
さ
れ
た
「
受
信
料
全
額
免
除

証
明
書
」
と
「
申
込
書
」
に
必

要
事
項
を
書
い
て
、
同
封
の
封

筒
で
郵
送

▽
放
送
受
信
契
約

を
し
て
い
な
い
ま
た
は
受
信
料

免
除
の
申
請
を
し
て
い
な
い
世

帯
�
福
祉
事
務
所
に
あ
る
「
放

送
受
信
契
約
書
兼
放
送
受
信
料

免
除
申
請
書
」
に
、
対
象
�
�

の
世
帯
は
福
祉
事
務
所
長
の
、

�
の
世
帯
は
施
設
長
の
証
明
印

を
受
け
、
申
込
書
に
必
要
事
項

を
書
い
て
、同
封
の
封
筒
で
郵
送

◇
問
合
せ
先

▽
地
デ
ジ
の

支
援
、
申
込
み
に
つ
い
て
�
総

務
省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援

実
施
セ
ン
タ
ー

０
５
７
０

（
０
３
）３
８
４
０
、
�
０
４
４

（
９
６
６
）８
７
１
９

▽
Ｎ
Ｈ

Ｋ
受
信
料
の
契
約
・
免
除
に
つ

い
て
�
Ｎ
Ｈ
Ｋ
視
聴
者
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー

０
５
７
０（
０
０
）

０
５
８
８
、�
０
４
４（
８
８
８
）

４
３
４
０

※
総
務
省
お
よ
び
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
、

平
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
９
時
、

土
・
日
曜
日
、
祝
日
の
午
前
９

時
〜
午
後
６
時
。

▽
書
類
の
配
布
・
福
祉
事
務

所
長
の
証
明
印
に
つ
い
て
�
東

福
祉
事
務
所
保
護
係
・
福
祉
係

０
７
２（
９
８
８
）６
６
１
６
〜

１
８
、
�
０
７
２
（
９
８
８
）

６
６
２
０
、中
福
祉
事
務
所
保
護

係
・
福
祉
係
�
０
７
２（
９
６
０
）

９
２
７
１
〜
７
３
・
７
５
、
�

０
７
２（
９
６
０
）９
２
７
８
、

西
福
祉
事
務
所
保
護
課
�
０
６

（
６
７
８
４
）
７
６
９
６
、
�

０
６（
６
７
８
４
）８
２
３
７
、

西
福
祉
事
務
所
福
祉
課
福
祉
係

�
０
６（
６
７
８
４
）７
９
８
０
、

�
０
６（
６
７
８
４
）７
６
７
７

こ
と

ば

も

じ

わ
た
し

せ
い
か
つ

言
葉
や
文
字
は
、
私
た
ち
が
生
活
し
て
い
く

た
い
せ
つ

う
え
で
、
と
て
も
大
切
な
も
の
で
す
。

ひ
と

も

じ

「
す
べ
て
の
人
に
文
字
を
�
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ね
ん

は
じ

こ
く
さ
い
し
き

じ

ン
に
、
１
９
９
０
年
に
始
ま
っ
た
「
国
際
識
字

ね
ん

ほ
ん

し

と
り

く

こ

と

し

ね
ん

め

年
」
の
本
市
で
の
取
組
み
も
、
今
年
で
２１
年
目

む
か

を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

ほ
ん

し

し
き

じ

が
っ
き
ゅ
う

ち
ょ
う

え
い
ち
ゅ
う

が
っ
こ
う

や

か
ん

本
市
で
も
、
識
字
学
級
や
長
栄
中
学
校
夜
間

が
っ
き
ゅ
う

た
い
へ
い

じ

ち
ゅ
う

が
っ
こ
う

や

か
ん
が
っ
き
ゅ
う

学
級
、
太
平
寺
中
学
校
夜
間
学
級
、
よ
み
か
き

き
ょ
う

し
つ

お
お

か
た
が
た

も

じ

け
ん

教
室
な
ど
で
、
多
く
の
方
々
が
文
字
な
ど
を
懸

め
い

ま
な

命
に
学
ん
で
い
ま
す
。

し

し
き

じ

り

か
い

に
ん
し
き

ふ
か

市
で
は
、
識
字
へ
の
理
解
と
認
識
を
深
め
て

こ

と

し

ひ
が
し

お
お
さ
か

し

こ
く
さ
い
し
き

じ

も
ら
う
た
め
、
今
年
も
「
東
大
阪
市
国
際
識
字

し

み
ん

か
い
さ
い

デ
ー
・
市
民
の
つ
ど
い
」
を
開
催
し
ま
す
。

さ
ん

か

ぜ
ひ
、
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

が
つ
よ
う

か

す
い

ご

ご

じ

ぷ
ん

◇
と
き

９
月
８
日
�
午
後
１
時
３０
分
〜
４

じ

か
い
じ
ょ
う

ご

ご

じ

時
（
開
場
は
午
後
１
時
）

だ
ん
じ
ょ
き
ょ
う

ど
う
さ
ん
か
く

◇
と
こ
ろ

イ
コ
ー
ラ
ム
（
男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー
）

な
い
よ
う

こ
う
え
ん

ひ
と

ひ
と

し
き

◇
内
容

▽
講
演
「
人
と
人
と
を
つ
な
ぐ
識

じ

お
お
さ
か
き
ょ
う

い
く
だ
い
が
く
き
ょ
う
し
ょ
く
き
ょ
う

い
く
け
ん
き
ゅ
う

か
い
は
つ

字
」大
阪
教
育
大
学
教
職
教
育
研
究
開
発
セ
ン

き
ょ
う

じ
ゅ

も
り
み
の
る

お
お
ご
え

だ

わ
ら

タ
ー
教
授
・
森
実
さ
ん

▽
大
声
を
出
し
て
笑

う
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク

ろ
う
だ
い
と
う

ぶ

わ
ら

こ
う

ル
老
大
東
部
フ
レ
ン
ド
に
よ
る
「
笑
い
講
」

う
た
ご
え

▽
歌
声
ラ
イ
ブ
・
ユ
ニ
ッ
ト
ひ
ま
じ
ん
に
よ
る

う
た

ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
＆
ピ
ア
ノ
と
歌

て
い
い
ん

に
ん

と
う
じ
つ
せ
ん
ち
ゃ
く
じ
ゅ
ん

◇
定
員

２
４
４
人
（
当
日
先
着
順
）

に
ゅ
う
じ
ょ
う
り
ょ
う

む

り
ょ
う

◇
入
場
料

無
料

し
ゅ

わ

つ
う
や
く

※
手
話
通
訳
が
あ
り
ま
す
。

と
い
あ
わ

さ
き

し
ゃ
か
い
き
ょ
う

い
く

か

◇
問
合
せ
先

社
会
教
育
課

０
６
（
４
３

０
９
）
３
２
７
９
、
�
０
６
（
４
３
０
９
）
３
８

３
５

シルバー
ハウジング

―

２戸（１DK）

―

―

―

※家賃は住宅と収入により異なり、敷金は家賃の３か月分です。

一般世帯向け
住宅

１戸（１DK）

２戸（２DK）

１戸（３DK）

５戸（２DK）

２戸（３DK）

１戸（２DK）

期限付き若年
者世帯向け住
宅

―

１戸（２DK）

１戸（３DK）

―

１戸（３DK）

―

住 宅 名

高井田

稲田鷺島

上小阪東

若宮

宝持西（小）

市
営
住
宅
入
居
者
を
募
集

ひ
と

も

じ

す
べ
て
の
人
に
文
字
を
�

稲
田
鷺
島
・
上
小
阪
東
な
ど

こ
く

さ
い

し
き

じ

し

み
ん

国
際
識
字
デ
ー
・
市
民
の
つ
ど
い

地デジチューナー無償給付

経済的に放送受信が困難な方対象

申込期限を延長

豊かな環境創造基金活用事業

補助金交付団体が決まりました

お
お
さ
か
き
ょ
う

い
く
だ
い
が
く
き
ょ
う

じ
ゅ

も
り
み
の
る

大
阪
教
育
大
学
教
授
・
森
実
さ
ん

ど
ん
ま
い
と
そ
の
一
言
で
勇
気
で
る

小
学
校
６
年
生（
人
権
作
品
集
）

（２）平成２２年８月１５日東 大 阪 市 政 だ よ り
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老
人
医
療
（
一
部
負
担
金

相
当
額
等
一
部
助
成
）
医
療

証
は
、
８
月
１
日
か
ら
新
し

く
な
っ
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
方
に
は
、新
し

い
医
療
証
を
送
付
し
て
い
ま

す
が
、
ま
だ
届
い
て
い
な
い

方
は
、お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
古
い
医
療
証
は
、

必
ず
返
却
し
て
く
だ
さ
い（
郵

送
可
）。

一
部
助
成
医
療
証（
黄
色
）

は
、
健
康
保
険
被
保
険
者
証

な
ど
と
い
っ
し
ょ
に
医
療
機

関
に
提
示
し
、
支
払
う
保
険

診
療
の
自
己
負
担
金
の
一
部

を
助
成
す
る
も
の
で
す
。

対
象
は
、６５
歳
以
上
で
次
の

�
〜
�
の
い
ず
れ
か
に
該
当

し
、対
象
者
本
人
の
所
得
が
平

成
２２
年
度
所
得
制
限
額（
表
）

を
超
え
て
い
な
い
方
で
す
。

�
障
害
者
医
療
費
助
成
制

度
ま
た
は
、
ひ
と
り
親
家
庭

医
療
費
助
成
制
度
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
方

�
感
染
症
の
予
防
お
よ
び

感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医

療
に
関
す
る
法
律
第
３７
条
の

２
に
基
づ
く
結
核
患
者
（
患

者
票
所
持
）

�
障
害
者
自
立
支
援
法
に

基
づ
く
精
神
通
院
医
療
を
受

け
て
い
る
方
（
受
給
者
証
所

持
）�

特
定
疾
患
治
療
研
究
事

業
実
施
要
綱
に
規
定
す
る
疾

患
の
あ
る
方
（
受
給
者
証
ま

た
は
登
録
者
証
所
持
）

必
ず
申
請
を

対
象
と
な
る
方
で
交
付
申

請
が
ま
だ
の
場
合
は
、
医
療

助
成
課
ま
た
は
行
政
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
で
手
続
き
が
必

要
で
す
。

ま
た
、
次
の
と
き
は
必
ず

届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

▽
転
出
や
転
居
す
る
と
き

▽
健
康
保
険
が
変
わ
っ
た
と

き

▽
死
亡
し
た
と
き

▽

生
活
保
護
を
受
け
た
と
き

◇

◇

◇
問
合
せ
先

医
療
助
成

課

０
６（
４
３
０
９
）３
１

６
６
、
�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
０
５

８
月
２
日
ま
で
に
国
民
健
康

保
険
料
の
減
免
申
請
（
失
業
、

休
廃
業
に
よ
る
所
得
の
著
し
い

減
少
減
免
を
除
く
）
を
さ
れ
た

方
に
、
決
定
（
変
更
）
通
知
書

を
送
付
し
ま
す
。

承
認
さ
れ
た
方
に
は
、「
保
険

料
変
更
通
知
書
」
を
、
不
承
認

の
方
に
は
「
不
承
認
通
知
書
」

を
送
付
し
ま
す
。

承
認
の
場
合
、
３
期
（
８
月

分
）
以
降
は
８
月
に
送
付
す
る

変
更
通
知
書
で
納
付
し
て
く
だ

さ
い
。
す
で
に
３
期
以
降
を
支

払
い
済
み
で
過
払
い
の
場
合
は
、

後
日
還
付
通
知
書
ま
た
は
充
当

通
知
を
郵
送
し
ま
す
。

ま
た
、
失
業
や
休
廃
業
に
よ

る
所
得
の
著
し
い
減
少
で
減
免

の
申
請
を
さ
れ
た
方
の
判
定
に

つ
い
て
は
、
来
年
５
月
末
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

判
定
後
に
保
険
料
の
過
払
い

の
場
合
は
還
付
ま
た
は
充
当
し

ま
す
の
で
、
分
割
納
付
相
談
中

の
世
帯
以
外
の
方
は
、
６
月
に

送
付
し
た
決
定
通
知
書
で
忘
れ

ず
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

子
育
て
支
援
金
制
度

保
険
料
を
完
納
し
た
３
人
以
上

子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る
方
へ

市
で
は
、
平
成
２２
年
度
分
の

国
民
健
康
保
険
料
を
完
納
し
た

１８
歳
未
満
の
子
ど
も
３
人
以
上

を
養
育
し
て
い
る
方
に
「
子
育

て
支
援
金
」
を
交
付
し
ま
す
。

１８
歳
未
満
の
子
ど
も
３
人
目

以
降
、
人
数
に
応
じ
て
均
等
割

額
（
軽
減
適
用
後
）
の
２
分
の

１
を
子
育
て
支
援
金
と
し
て
翌

年
５
月
に
指
定
の
口
座
に
振
り

込
み
ま
す
。
該
当
世
帯
に
は
、

振
込
先
を
確
認
す
る
通
知
を
来

年
４
月
に
送
り
ま
す
。

こ
の
制
度
を
ご
利
用
い
た
だ

く
た
め
に
も
、
年
度
内
完
納
を

し
て
く
だ
さ
い
。

�
参
考
�
１８
歳
未
満
の
子
ど

も
が
３
人
い
る
世
帯
で
、
ほ
か

に
軽
減
な
ど
が
な
い
場
合
�
均

等
割
（
子
ど
も
１
人
分
）〔
２
万

８
６
８
０
円
（
医
療
分
）
＋
６

９
６
０
円
（
支
援
金
分
）
〕
の
半

額
�
１
万
７
８
２
０
円
を
交
付

し
ま
す
。

市
で
は
、
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
困
難
な
方
へ
の
納
付
相

談
を
医
療
保
険
室
保
険
料
課
で

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
次
の

と
お
り
休
日
・
夜
間
・
出
張
納

付
相
談
を
行
い
ま
す
。
保
険
料

決
定
通
知
書
（
納
付
書
）
な
ど

通
知
書
番
号
の
わ
か
る
書
類
を

持
っ
て
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
休
日
・
夜
間
・
出
張
納

付
相
談
は
来
所
相
談
の
み
で
、電

話
で
の
照
会
や
相
談
は
で
き
ま

せ
ん
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
休
日
・
夜
間
納
付
相
談
】

◇
と
き

▽
休
日
�
８
月
２８

日
�
、
２９
日
�
午
前
１０
時
〜
午

後
４
時

▽
夜
間
�
８
月
２５
日

�
〜
２７
日
�
午
後
５
時
３０
分
〜

８
時◇

と
こ
ろ

医
療
保
険
室
保

険
料
課

【
出
張
納
付
相
談
】

◇
と
き

８
月
２７
日
�
午
前

１０
時
〜
午
後
４
時

◇
と
こ
ろ

布
施
駅
前
行
政

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

ご
利
用
く
だ
さ
い

徴
収
嘱
託
員
制
度

金
融
機
関
や
市
役
所
窓
口
な

ど
で
の
納
付
が
困
難
な
方
は
、

自
宅
ま
で
徴
収
嘱
託
員
が
伺
っ

て
保
険
料
を
徴
収
す
る
「
徴
収

嘱
託
員
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
方
は
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。◇

◇

◇
問
合
せ
先

医
療
保
険
室

保
険
料
課

０
６（
４
３
０
９
）

３
１
６
８
、�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
０
７

入
院
時
の
窓
口
で
の
支
払
い

が
自
己
負
担
限
度
額
（
表
）
ま

で
と
な
る
「
限
度
額
適
用
認
定

証
」（
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

は
入
院
時
の
食
事
療
養
費
も
減

額
）
の
手
続
き
は
お
済
み
で
す

か
。交

付
を
受
け
る
に
は
、
申
請

が
必
要
で
す
。
医
療
保
険
室
資

格
給
付
課
ま
た
は
行
政
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
で
手
続
き
し
て
く

だ
さ
い
。

た
だ
し
保
険
料
の
滞
納
が
あ

る
と
き
な
ど
、
認
め
ら
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
市
民
税
非
課
税
世
帯

の
方
が「
９０
日
を
超
え
る
入
院
」

を
し
た
場
合
は
、
入
院
日
数
の

わ
か
る
領
収
書
を
添
え
て
再
申

請
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

は
申
請
日
の
属
す
る
月
の
１
日

か
ら
の
適
用
と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
７０
歳
未
満
の
方
（
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
を
除
く
）】

全
世
帯
を
対
象
に
「
限
度
額

適
用
認
定
証
」
を
申
請
に
よ
り

交
付
し
ま
す
。
ま
た
、
市
民
税

非
課
税
世
帯
の
方
は
、
入
院
時

の
食
事
療
養
費
も
減
額
し
ま
す
。

【
７０
歳
以
上
の
前
期
高
齢
者

お
よ
び
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

の
方
】

前
期
高
齢
者
お
よ
び
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
で
は
、
市
民
税

非
課
税
世
帯
の
方
を
対
象
に「
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
」
を
申
請
に
よ
り
交
付

し
ま
す
。

な
お
、
市
民
税
非
課
税
世
帯

以
外
の
方
は
、
受
給
者
証
お
よ

び
被
保
険
者
証
を
医
療
機
関
に

提
示
す
る
と
、
入
院
時
の
支
払

い
が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
と

な
り
ま
す
。

１
か
月
の
一
部
負
担
金
が
自

己
負
担
限
度
額
を
超
え
た
場
合
、

超
え
た
額
を
高
額
療
養
費
と
し

て
払
戻
し
し
ま
す
。
領
収
書
を

添
え
て
、
医
療
保
険
室
資
格
給

付
課
ま
た
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い

（
時
効
は
２
年
）。

た
だ
し
保
険
料
の
滞
納
が
あ

る
と
き
な
ど
、
認
め
ら
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
７０
歳
未
満
の
方
（
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
を
除
く
）】

「
同
じ
人
」
が
「
同
じ
月
内
」

に
「
同
じ
医
療
機
関
（
外
来
・

入
院
別
）」に
支
払
っ
た
一
部
負

担
金
が
自
己
負
担
限
度
額
を
超

え
た
場
合
、
超
え
た
額
を
高
額

療
養
費
と
し
て
払
戻
し
し
ま
す
。

ま
た
世
帯
内
で
、「
同
じ
月
内
」

「
同
じ
医
療
機
関
」
に
、
２
万

１
０
０
０
円
以
上
の
一
部
負
担

金
を
２
回
以
上
支
払
っ
た
場
合

は
世
帯
合
算
し
、
自
己
負
担
限

度
額
を
超
え
た
額
を
申
請
に
よ

り
払
戻
し
し
ま
す
。

【
７０
歳
以
上
の
前
期
高
齢
者

お
よ
び
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

の
方
】

同
じ
月
の
す
べ
て
の
外
来
・

入
院
の
一
部
負
担
金
が
自
己
負

担
限
度
額
を
超
え
た
場
合
、
超

え
た
額
を
高
額
療
養
費
と
し
て

払
戻
し
し
ま
す
。

ま
た
、
入
院
の
場
合
は
同
一

制
度
の
方
と
世
帯
合
算
し
ま
す
。

な
お
、
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
の
方
は
、
自
己
負
担
限
度
額

を
超
え
る
と
、
大
阪
府
後
期
高

齢
者
広
域
連
合
か
ら
申
請
書
が

送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
必
要
事

項
を
書
い
て
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。
領
収
書
は
不
要
で
す
。

◇

◇

◇
問
合
せ
先

医
療
保
険
室

資
格
給
付
課

０
６
（
４
３

０
９
）３
１
６
７
、�
０
６（
４
３

０
９
）
３
８
０
４

自己負担限度額表

自己負担限度額

１５０，０００円
（８３，４００円）

＋
総医療費�１０割	が５００，０００円
を超えた分の１％を加算

８０，１００円
（４４，４００円）

＋
総医療費�１０割	が２６７，０００円
を超えた分の１％を加算

３５，４００円
（２４，６００円）

自己負担限度額
外来＋入院�世帯単位�

８０，１００円
（４４，４００円）

＋
総医療費�１０割	が２６７，０００
円を超えた分の１％を加算

４４，４００円

２４，６００円

１５，０００円

注 （ ）内は、過去１２か月以内に４回以上高額療養費の支給があった場合
の４回目以降の限度額

※１ 基礎控除後の総所得金額が６００万円を超える世帯の方
※２ 課税所得が１４５万円以上で、収入が高齢者単独世帯で年収３８３万円以上、

高齢者複数世帯で年収５２０万円以上の方
※３ 世帯全員が市民税非課税世帯の方
※４ 世帯全員が市民税非課税で、各所得（特別控除前）がいずれも０円とな

る方（老人単身世帯で年金収入のみの場合は年収８０万円以下の方）

外来〈個人単位〉

４４，４００円

１２，０００円

８，０００円

上位所得者
※１

一 般

市民税
非課税世帯

現役並み所得者
※２

一 般

低所得者�
※３

低所得者Ⅰ
※４

市民税
非課税
世 帯

７０
歳
未
満
の
方（
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
の
方
を
除
く
）

７０
歳
以
上
の
前
期
高
齢
者

お
よ
び
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
方

所得制限額表

扶養親族等の数 所得額

０人 ２２４万円

１人 ２５９万円

２人 ２８８万円

※１人増すごとに２９万円を加算。

納
付
が
困
難
な
方
は
相
談
を

限度額適用認定証

減免申請の決定通知書を送付

手続きはお済みですか

休
日
・
夜
間
・

出
張
納
付
相
談

国民健康保険・後期高齢者医療保険

国民健康保険

医
療
費
が
高
額
の

と
き
は
申
請
を

高
額
療
養
費

８
月
１
日
か
ら
新
し
く
な
っ
て
い
ま
す

老
人
医
療（
一
部
助
成
）医
療
証

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成２２年８月１５日（３）
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市

職

員

【
事
務
・
技
術
職
員
、
消
防

吏
員
、
幼
稚
園
教
員
】

市
職
員（
事
務
・
技
術
職
員
、

消
防
吏
員
、
幼
稚
園
教
員
）
の

採
用
試
験
を
次
の
と
お
り
行
い

ま
す
。
受
験
資
格
や
職
種
、
採

用
予
定
人
数
は
表
の
と
お
り
で

す
。◇

試
験
日

▽
第
１
次
�
９

月
１９
日
�

▽
第
２
・
３
次
�

試
験
合
格
者
に
通
知

◇
合
格
発
表
（
予
定
）

▽

第
１
次
�
１０
月
８
日
�

▽
第

２
次
�
１１
月
上
旬

▽
第
３
次

�
１２
月
上
旬

※
申
込
時
の
請
求
に
基
づ
い

て
、
不
合
格
者
の
み
試
験
成
績

を
開
示
し
ま
す
。

◇
受
付
期
間

８
月
２４
日
�

〜
９
月
６
日
�

※
申
込
書
は
人
事
課
、
市
政

情
報
コ
ー
ナ
ー
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
、
上
下
水
道
局
総

務
課
、
消
防
局
人
事
教
養
課
で

交
付
。

【
身
体
障
害
者
を
対
象
と
し

た
事
務
職
員
】

身
体
障
害
者
を
対
象
に
事
務

職
員
の
採
用
試
験
を
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
。
受
験
資
格
や
職

種
、
採
用
予
定
人
数
は
表
の
と

お
り
で
す
。

◇
試
験
日

▽
１０
月
３１
日
�

�
教
養
試
験
、作
文
、適
性
検
査

▽
１１
月
７
日
�
�
口
述
試
験

◇
合
格
発
表
（
予
定
）

１２

月
上
旬

※
申
込
時
の
請
求
に
基
づ
い

て
、
不
合
格
者
の
み
試
験
成
績

を
開
示
し
ま
す
。

◇
受
付
期
間

９
月
７
日
�

〜
２７
日
�

※
申
込
書
は
人
事
課
、
市
政

情
報
コ
ー
ナ
ー
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
で
交
付
。

任
期
付
職
員

（
情
報
政
策
監
）

情
報
化
推
進
計
画
の
策
定
支

援
や
情
報
シ
ス
テ
ム
最
適
化
の

推
進
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に

関
す
る
技
術
的
な
指
導
な
ど
に

従
事
す
る
任
期
付
職
員
（
情
報

政
策
監
）
を
募
集
し
ま
す
。

◇
受
験
資
格

昭
和
２３
年
４

月
２
日
〜
昭
和
３６
年
４
月
１
日

生
ま
れ
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ

ネ
ー
ジ
ャ
試
験
や
シ
ス
テ
ム
監

査
技
術
者
試
験
な
ど
に
合
格
ま

た
は
同
等
の
能
力
お
よ
び
民
間

企
業
な
ど
で
情
報
シ
ス
テ
ム
関

係
の
実
務
経
験
が
通
算
１５
年
以

上
と
管
理
職
な
ど
の
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
経
験
が
あ
り
、
１２
月
ま
で

に
勤
務
で
き
る
方

◇
採
用
予
定
人
数

１
人

◇
任
用
期
間

１０
月
以
降
〜

平
成
２５
年
３
月
３１
日
（
平
成
２７

年
３
月
３１
日
ま
で
任
期
を
更
新

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

◇
選
考
方
法

▽
第
１
次
�

書
類
選
考

▽
第
２
次（
第
１
次

選
考
合
格
者
の
み
９
月
５
日
�

に
実
施
）�
小
論
文
、個
別
面
接

◇
合
格
発
表
（
予
定
）

▽

第
１
次
�
８
月
２７
日
�

▽
第

２
次
�
９
月
１６
日
�

◇
受
付
期
間

８
月
１６
日
�

〜
２３
日
�

※
申
込
書
は
人
事
課
で
交
付
。

◇

◇

※
日
本
国
籍
の
有
無
に
か
か

わ
ら
ず
受
験
で
き
ま
す
。
申
込

書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

人

事
課

０
６（
４
３
０
９
）３
１

１
７
、
�
０
６
（
４
３
０
９
）

３
８
１
９

試行開設は１２月までで、開設日時

などは次のとおりです。

開設日時

８月２８日�、９月２５日�、１０月２３日
�、１１月２７日�、１２月２５日� ☆いず

れも午前９時～正午

開設場所

市役所本庁舎２階、３階

取扱い業務

【住民関係】
戸籍届、住民異動届、外国人登録

申請、印鑑登録などの届出や住民票、

印鑑証明などの各種証明書交付など

■問合せ先 市民課 ０６（４３０９）

３１７２、�０６（４３０９）３８０４

【国民健康保険・後期高齢者医療
制度関係】
加入・脱退・変更の申請や各種療

養費の給付申請、保険料の納付・相

談など

■問合せ先 �医療保険室資格給
付課 ０６（４３０９）３１６７、�０６（４３０９）３８０４
�医療保険室保険料課 ０６（４３０９）

３１６８、�０６（４３０９）３８０７
【医療助成関係】
乳幼児や障害者などの医療費助成

にかかる医療証の申請など

■問合せ先 医療助成課 ０６（４３０９）

３１６６、�０６（４３０９）３８０５
【こどもの手当関係】
子ども手当や児童扶養手当などの

申請

■問合せ先 国民年金課 ０６（４３０９）

３１６５、�０６（４３０９）３８０５
【市税関係】
市税の各種証明書発行や納付・相

談・申告受付・申請受付・閲覧・届

出、原動機付自転車および小型特殊

自動車の登録・廃車

■問合せ先 �税制課 ０６（４３０９）

３１３１、�０６（４３０９）３８１０ �市民税課
０６（４３０９）３１３５、�０６（４３０９）３８０９
�固定資産税課 ０６（４３０９）３１４３～４、

�０６（４３０９）３８１１ �納税課 ０６（４３０９）

３１４７～５２、�０６（４３０９）３８０８
◇ ◇

手続きの際は、運転免許証やパス

ポート、健康保険証など本人が確認

できる書類を持参してください。

他市町村や警察署などへの確認や

問合せが必要な場合は、取扱いがで

きないときや手続きが完了しない場

合がありますので、くわしくは担当

課へお問合せください。

■試行開設の問合せ先 政策推進

室 ０６（４３０９）３１０１、�０６（４３０９）３８２６

受験資格および職種、採用予定人数（事務・技術職員、消防吏員、幼稚園教員）
年 齢

昭和５６年４月２日から平成元年４月１日まで
に生まれた方

昭和５６年４月２日以降に生まれ、それぞれの
専門課程を修了または平成２３年３月に修了見
込みの方

昭和５１年４月２日以降に生まれ、獣医師の専
門課程を修了または平成２３年３月に修了見込
みの方

昭和５６年４月２日以降に生まれ、心理学の専
門課程を修了している方

昭和５６年４月２日以降に生まれ、精神保健福
祉士の資格を取得している方

平成元年４月２日から平成５年４月１日まで
に生まれた方
ただし、消防職で救急救命士の国家資格があ
る方または救急救命士養成所をすでに卒業も
しくは卒業見込みの方は、昭和６２年４月２日
から平成５年４月１日までに生まれた方

昭和５６年４月２日以降に生まれた方

昭和４６年４月２日から昭和５６年４月１日まで
に生まれ、認可保育所において平成２２年３月
３１日までに通算５年以上の実務経験がある方

昭和３６年４月２日から昭和４６年４月１日まで
に生まれ、認可保育所において平成２２年３月
３１日までに通算１０年以上の実務経験がある方

昭和６１年４月２日以降に生まれた方

昭和５１年４月２日から昭和６１年４月１日まで
に生まれ、国公私立の幼稚園の教員（講師含
む）として平成２２年３月３１日までに通算３年
以上の実務経験がある方

昭和５６年４月２日以降に生まれた方
ただし、超音波検査士（循環器または消化器）
の認定資格を取得している方は、昭和５１年４
月２日以降に生まれた方

昭和５６年４月２日以降に生まれた方

※１ 事務Ｂは、社会福祉主事の任用資格を取得または平成２３年３月までに取得見込みの方に限ります。
業務内容は、福祉・医療部門での相談、指導、支援、調査などの専門的業務です。
社会福祉主事の任用資格を取得するには、次のいずれかに該当することが必要です。
・厚生労働大臣の指定する科目のうち、大学などにおいて３科目以上履修し、卒業すること
・厚生労働大臣の指定する養成機関または講習会の課程を修了すること
・社会福祉士または精神保健福祉士の資格を取得していること

※２ 土木Ｂ、建築Ｂは、水道企業職員としての採用になります。
※３ 実務経験とは、正社員、非常勤、アルバイトなど問いませんが、1週間の平均勤務時間が30時間以上であることが

必要です。保育士については、保育士資格または幼稚園教諭免許で認可保育所に勤めていた期間です。
ふ

※４ 幼稚園教員で日本国籍を有しない方の採用については、任用の期限を附さない常勤講師に任用します。ただし、
その職名は教諭（指導専任）とします。

受験資格および職種、採用予定人数（身体障害者を対象とした事務職員）
年 齢

昭和５６年４月２日から平成５年４月１日まで
に生まれた方

採用予定人数
３６人程度

９人程度

７人程度

７人程度

４人程度

３人程度

２人程度

１人

５人程度

１人

１人

１人

５人程度

７人程度

８人程度

６人程度

２人程度

２人程度

２人程度

３人程度

１人

１人

１人

５人程度

１人

採用予定人数

２人程度

職 種
事務Ａ

事務Ｂ ※１

消 防

土木Ａ

土木Ｂ ※２

建築Ａ

建築Ｂ ※２

機 械

化 学

獣医師

心理判定員
※３

精神保健福祉相
談員

事 務

消 防

保育士Ａ

保育士Ｂ
※３

保育士Ｃ
※３

幼稚園教員Ａ
※４

幼稚園教員Ｂ
※３・４

臨床検査技師

薬剤師

診療放射線技師

言語聴覚士

保健師

管理栄養士

職 種

初級事務
（身体障害者を
対象）

資格など

大学卒業程度の学力を有する方

学校教育法による大学（短大を除く）を
すでに卒業または平成２３年３月卒業見込
みの方

学校教育法による大学（短大を除く）を
すでに卒業している方で、申込時におい
て実務経験が１年以上ある方

学校教育法による大学（短大を除く）を
すでに卒業している方

高等学校卒業程度の学力を有する方

保育士資格を取得または平成２３年３月に取得見
込みの方

保育士資格をすでに取得している方

幼稚園教諭免許を取得または平成２３年３月に取
得見込みの方

幼稚園教諭免許をすでに取得している方

それぞれの免許を取得または来春取得見
込みの方

管理栄養士免許をすでに取得している方

資格など
自力で通勤ができ、介護者なしに一般事務職と
しての職務遂行が可能であり、次の要件をすべ
て満たす方
・高等学校卒業程度の学力を有する
・身体障害者手帳（１級から４級まで）の交
付を受けている
・活字印刷文による出題に対応できる
・平成２２年８月９日現在、引き続き３か月以
上（５月１０日以前から）市内に住所がある

区分

上級

初級

医療
職

職
員
を
募
集
し
ま
す

市

職

員
・
任

期

付

職

員

第４土曜日に試行開設

市役所本庁舎の一部窓口業務

（４）平成２２年８月１５日東 大 阪 市 政 だ よ り



平
成
２３
年
度
の
幼
稚
園
児
を
募
集
し
ま
す
。

幼
児
期
は
、
い
ろ
い
ろ
な
生
活
体
験
を
通
じ

て
学
び
、
発
達
す
る
大
切
な
時
期
で
す
。
市
内

の
幼
稚
園
で
は
、
幼
児
期
に
ふ
さ
わ
し
い
遊
び

や
行
事
を
通
し
て
、「
や
さ
し
さ
や
思
い
や
り
な

ど
の
豊
か
な
心
」「
物
事
に
積
極
的
に
取
り
組
む

意
欲
」「
健
康
的
な
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
る
こ

と
」
な
ど
、
こ
の
時
期
に
望
ま
し
い
力
が
育
つ

よ
う
に
保
育
を
進
め
て
い
ま
す
。

公
立
幼
稚
園

通
園
区
は
市
内
３
園
区
に
分

か
れ
て
お
り
、
該
当
す
る
園
区

内
な
ら
ど
の
幼
稚
園
で
も
申
し

込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
公
立
幼
稚
園
間
の
重

複
出
願
は
で
き
ま
せ
ん
。

◇
募
集
人
数

▽
４
歳
児
�

縄
手
南
・
石
切
・
孔
舎
衙
・
岩

田
・
北
宮
・
英
田
幼
稚
園
は
各

７０
人（
２
学
級
）、
枚
岡
幼
稚
園

は
１
０
５
人（
３
学
級
）、
そ
の

ほ
か
は
各
３５
人
（
１
学
級
）

▽
５
歳
児
�
希
望
者
全
員

※
今
年
度
４
歳
児
で
入
園
し

て
い
る
園
児
が
引
き
続
き
通
園

す
る
場
合
は
、改
め
て
入
園
手
続

き
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◇
応
募
資
格

平
成
１７
年
４

月
２
日
〜
平
成
１９
年
４
月
１
日

に
生
ま
れ
、
市
内
に
住
民
登
録

ま
た
は
外
国
人
登
録
を
し
て
い

る
保
護
者
と
同
居
す
る
幼
児

◇
入
園
願
書
の
交
付

９
月

１
日
�
〜
３０
日
�
午
後
２
時
〜

４
時
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を

除
く
）

◇
入
園
願
書
の
受
付

▽
４

歳
児
�
１０
月
１
日
�
午
後
１
時

３０
分
〜
２
時

▽
５
歳
児
�
１０

月
６
日
�
午
後
１
時
３０
分
〜
４

時
※
願
書
の
交
付
と
受
付
は
、

各
幼
稚
園
で
行
い
ま
す
。な
お
、

必
ず
希
望
す
る
幼
稚
園
で
願
書

の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

◇
入
園
・
保
育
料
（
平
成
２２

年
度
現
在
）

▽
入
園
料
�
５

０
０
０
円

▽
保
育
料
�
月
額

６
５
０
０
円
（
１２
か
月
払
い
）

【
４
歳
児
の
入
園
決
定
】

募
集
人
数
を
超
え
た
場
合
は

受
付
終
了
後
に
抽
選
で
決
定
し

ま
す
。
ま
た
、
募
集
人
数
に
満

た
な
い
場
合
は
全
員
を
入
園
者

と
し
、
欠
員
の
あ
る
園
で
は
２

次
募
集
を
行
い
ま
す
。

◇
２
次
募
集
願
書
の
交
付

１０
月
６
日
�
〜
２０
日
�
午
後
２

時
〜
４
時
（
土
・
日
曜
日
、
祝

日
を
除
く
）

◇
２
次
募
集
願
書
の
受
付

▽
１０
月
２５
日
�
午
後
１
時
３０
分

〜
２
時

※
受
付
終
了
後
に
抽
選
し
ま

す
。

◇

◇

◇
問
合
せ
先

▽
通
園
区
の

幼
稚
園

▽
学
事
課

０
６

（
４
３
０
９
）
３
２
７
１
、
�

０
６
（
４
３
０
９
）
３
８
３
８

私
立
幼
稚
園

私
立
幼
稚
園
の
入
園
手
続
き

も
各
幼
稚
園
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

◇
入
園
願
書
の
交
付

９
月

１
日
�
か
ら

◇
入
園
願
書
の
受
付

１０
月

１
日
�
か
ら

【
保
育
料
な
ど
の
負
担
軽
減

補
助
金
制
度
】

私
立
幼
稚
園
に
入
園
す
る
と
、

入
園
料
・
保
育
料
の
補
助
が
受

け
ら
れ
ま
す
。
申
請
は
入
園
後

の
６
月
ご
ろ
に
保
護
者
が
各
幼

稚
園
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
国
か
ら
の
補
助
金

▽
３

〜
５
歳
児
�
４
万
３
６
０
０
円

〜
２９
万
９
０
０
０
円

※
市
民
税
額
に
よ
り
支
給
額

が
異
な
り
、
所
得
制
限
に
よ
り

支
給
さ
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
。※

二
人
目
か
ら
は
増
額
。
兄

姉
な
ど
の
有
無
に
よ
り
、
支
給

額
が
異
な
り
ま
す
。

◇
府
か
ら
の
補
助
金

▽
３

歳
児
�
２
万
３
０
０
０
円
（
所

得
制
限
あ
り
）

◇
市
か
ら
の
補
助
金

▽
４

・
５
歳
児
�
５
０
０
０
円
〜
２
万

９
０
０
０
円（
所
得
制
限
な
し
）

※
平
成
２２
年
度
の
金
額
。

◇

◇

◇
問
合
せ
先

各
幼
稚
園

肺がん・結核エックス線検診

�時�所�９月１日�午前９時３０分～１０
時３０分�中保健センター �２日�午
後１時３０分、午後２時�東診療所（申
込みは東保健センターへ） �７日�
午前９時２０分～１０時�西保健センター
�１４日�午後１時３０分～２時３０分�中
保健センター �内�対�肺がん検診�市
内在住の４０歳以上の方 �結核検診�
市内在住の６５歳以上の方 �定各３０人（申
込先着順）

�申�問東・中・西保健センター

２歳児歯科健康相談

歯科医師の健診と歯科衛生士による

アドバイスをします。 �時�所�９月１
日��西保健センター �１３日��東
保健センター �２８日��中保健セン
ター ☆いずれも午後１時３０分から

�対市内在住の平成２０年９月生まれの幼
児 �定各５０人（申込先着順）
�申�問東・中・西保健センター

料理初心者教室～男性版

料理に挑戦しませんか。 �時８月３１
日�午後１時～４時、９月７日�・１４
日�午前１０時３０分～午後２時 �対全日
程参加できる市内在住の男性 �定１５人
（申込先着順） �内講話「料理の基礎
知識」、調理実習「簡単�おつまみ・お
惣菜づくり」 �料１，３００円 �持エプロン、
三角巾、手ふき、筆記用具

�所�申�問中保健センター

ふたごの教室

�時�所�内�９月８日�午前９時４５分～
１１時�中保健センター・ミニ講演会
�１０日�午前１０時～１１時�あさひっこ
（旭町子育て支援センター・東保健セ

ンターへ申込み）・リトミック �１３
日�午後１時３０分～３時３０分�西保健
センター・交流会 �対市内在住のふた
ご・みつごを妊娠、育児している方と

その子ども ※初参加の方は要申込。

�申�問東・中・西保健センター

プレパパ・プレママの会

�時９月２７日�午後１時３０分～３時３０
分 �対市内在住の妊婦とそのパートナ
ー �内お風呂の入れ方、交流会など
�所�申�問東保健センター

乳がん（マンモグラフィ）検診

�時８月２２日	午前９時１５分から、午
後１時から �対平成２２年４月１日現在、
４０歳以上の偶数年齢または乳がん検診

クーポン券がある女性 �定各３０人（申
込先着順） �料８００円（クーポン券も可）
�所�申�問健康づくり課 ０７２（９６０）３８０２、

�０７２（９６０）３８０９

健康相談・禁煙相談広場

�時�所�８月１７日���ゆうゆうプラ
ザ（日下）、�はすの広場（近江堂）
�２０日���やまなみプラザ（四条）、
�中保健センター �２６日���グリ
ーンパル（中鴻池） ☆�は午前１０時
３０分～１１時３０分、�は午後３時～４時
�対成人 �内健康・禁煙相談、女性の健
康相談、血圧測定など

�問健康づくり課 ０７２（９６０）３８０２、�
０７２（９６０）３８０９

マタニティ歯科健診

歯科医師の健診と歯科衛生士による

アドバイスをします。 �時�所�９月２７
日��中保健センター �３０日��東
保健センター ※時間は申込時に伝え

ます。 �対市内在住のおおむね妊娠１６
週以降の妊婦 �定各１５人（申込先着順）
�申�問東・中保健センター

マタニティクラス

�時９月７日�、１４日�、２１日�、２８日
�午後１時３０分～３時３０分 �対全日程
参加できる市内在住のおおむね妊娠１６

週以降の妊婦 �内妊婦体操、先輩ママ
や赤ちゃんとの交流、クッキングなど

�所�申�問中保健センター

被爆者２世健康診断

�時９月１日�～１０月２９日� �対市内
在住の被爆２世の方 �申保健センター
へ直接 ※実父母の被爆者手帳の番号

と受診者の印鑑が必要。

�申東・中・西保健センター
�問�大阪府医事看護課 ０６（６９４４）

９１７２ �健康づくり課 ０７２（９６０）３８０２、

�０７２（９６０）３８０９

電話番号
０７２（９８２）１４７１

０７２（９８１）２０５０

０７２（９８１）２２９０

０７２（９８１）２８７４

０７２（９８１）３５２０

０７２（９８１）２５３８

０７２（９８４）５５２０

０７２（９６１）４１７４

０６（６７２１）３６１３

０６（６７４４）５０５０

０７２（９６１）６６６５

０７２（９６２）８００５

０７２（９６１）８６１１

０６（６７２１）０９３１

０６（６７８３）１０００

０６（６７８８）４３００

０６（６７２３）１１００

０６（６７２８）１００１

０６（６７２４）０６５０

０７２（９８１）２３９３

０７２（９８２）４８７５

０７２（９８１）５３１６

０７２（９８２）４３４３

０７２（９６２）４７４８

０７２（９６４）００３４

０６（６７４６）９１７１

０６（６７２１）５０２８

０６（６７４５）７８０６

０６（６７８３）５２９０

０６（６７８１）２７８６

０６（６７２３）８１８９

０６（６７８１）７８２０

０６（６７２１）７０３８

０６（６７８３）６３４５

０６（６７８８）８１００

０６（６７２０）６４００

０６（６７２１）８２２４

０６（６７８１）４７４７

０６（６７８２）１６００

０６（６７２１）７０２６

０６（６７４６）７０９１

幼稚園名
縄手南

縄手

縄手北

枚岡

石切

孔舎衙

池島

北宮

若江

成和

英田

玉串

岩田

小阪

高井田

意岐部

弥刀東

長瀬西

菱屋西

恵徳

四葉

枚岡カトリック

石切山手

花園

松葉

鴻池学園

青葉

徳庵愛和

朝陽ヶ丘

進修

大阪樟蔭女子大学附属

西堤

八戸の里

森河内

東大阪大学附属

みどり

進修第二

長栄

大阪商業大学附属

源氏ヶ丘

桃の里

Ａ
園
区

Ｂ
園
区

Ｃ
園
区

公

立

幼

稚

園

私

立

幼

稚

園

記号の見方 �時とき �所ところ �対対象 �定定員・定数 �内内容 �料料金
（表示のないものは無料） �持持ち物 �申申込方法・応募方法など �申申
込み先・応募先 �問問合せ先

幼稚園児を募集
平成２３年度

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成２２年８月１５日（５）
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構造評点�

耐震改修補助制度�
＋�

住宅にかかる所得税額の特別控除�
＋�

固定資産税額の減額措置�

耐震改修補助制度�

1.5

1.0

0.7

倒壊しない�

一応倒壊しない�

倒壊する�
可能性がある�

倒壊する�
可能性が高い�

構造評点を上げることで�
ご利用いただける制度�

耐震改修工事で…�耐震改修工事で…�

ああ

なな
たたのの
家家はは大大

丈丈夫夫？？

市
で
は
、
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い

大
地
震
に
備
え
て
、
耐
震
性
が
不
充
分
な

建
築
物
の
耐
震
改
修
を
進
め
て
い
く
た
め
、

耐
震
診
断
・
改
修
に
対
す
る
補
助
や
耐
震

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

耐
震
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
、
本
市
の
耐
震

診
断
補
助
制
度
を
利
用
し
て
耐
震
診
断
を

行
っ
た
方
に
対
し
、
耐
震
改
修
へ
の
ア
ド

バ
イ
ス
な
ど
を
無
料
で
行
い
ま
す
。

我
が
家
の
安
全
を
確
か
め
る
た
め
に
も
、

耐
震
診
断
を
受
け
、「
耐
震
の
専
門
家
」
で

あ
る
耐
震
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
適
切
な

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

市
で
は
、
一
定
の
要
件
を
満

た
す
住
宅
や
ビ
ル
に
対
し
、
耐

震
診
断
の
費
用
の
一
部
を
補
助

し
て
い
ま
す
。

こ
の
耐
震
診
断
補
助
制
度
を

利
用
す
る
と
、
床
面
積
１
５
０

�
以
下
の
２
階
建
木
造
住
宅
で
、

耐
震
診
断
費
用
が
５
万
円
の
場

合
、
所
有
者
負
担
は
５
０
０
０

円
に
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

補
助
対
象
と
な
る
要
件
は
次

の
と
お
り
で
す
。

◇
対
象
建
築
物

昭
和
５６
年

５
月
３１
日
以
前
に
原
則
と
し
て

建
築
確
認
を
受
け
て
市
内
に
建

て
ら
れ
た
自
己
所
有
の
建
物（
１

戸
建
て
住
宅
、
共
同
住
宅
ま
た

は
兼
用
住
宅
）

※
耐
震
診
断
は
建
物
一
棟
で

行
い
ま
す
の
で
、
共
同
住
宅
な

ど
で
は
一
部
所
有
者
の
申
請
で

耐
震
診
断
が
で
き
ま
せ
ん
。

※
住
宅
は
現
在
居
住
し
て
い

る
も
の
で
、
店
舗
な
ど
を
兼
ね

る
住
宅
は
床
面
積
の
２
分
の
１

以
上
を
住
宅
の
用
途
に
使
用
し

て
い
る
も
の
に
限
る
。

◇
補
助
限
度
額

▽
木
造
住

宅
�
１
戸
４
万
５
０
０
０
円

▽
非
木
造
住
宅
�
１
戸
２
万
５

０
０
０
円

鴻池子育て支援センター

【リズムと水遊び】
とき ８月２７日�午前１０時～１１時

３０分 対象 １歳６か月～２歳１１か

月の乳幼児とその保護者 定員 ２０

組（申込先着順） ※水着または布パ

ンツ、バスタオル、着替え、お茶を

持参。 申込方法 ８月２３日�午後
１時３０分～５時に電話で

【親子でヨガ】
親子で体を動かして、五感を育て

ます。 とき ９月３日�午前１０時
～１１時３０分 対象 ３歳以上の幼児

とその保護者 定員 １５組（申込先着

順） ※動きやすい服装 フェイスタ

オル、バスタオル、お茶を持参。

申込方法 ８月２７日�午後１時３０分
～５時に電話で

◇ ◇

■ところ・申込み・問合せ先 鴻

池子育て支援センター ０６（６７４８）

８２５１、�０６（６７４３）０５７７

荒本子育て支援センター

【よちよちタイム】
とき ８月２３日�午後１時３０分～
３時３０分 ところ 荒本子育て支援

センター 対象 １歳１１か月までの

よちよち歩きの乳児とその保護者

※申込不要。

【片栗粉スライムで遊ぼう】
とき ８月２７日�午前１０時～１１時

３０分 ところ 荒本子育て支援セン

ター 対象 １歳６か月以上の乳幼

児とその保護者 定員 ２５組（申込

先着順） 申込方法 ８月１８日�午
後１時から電話で

【パラバルーンで遊ぼう】
とき・対象 �８月２７日��３歳
以上の幼児とその保護者 �２８日�
�１歳６か月～２歳１１か月の乳幼児

とその保護者 ☆いずれも午後１時

３０分～３時 ところ 荒本子育て支

援センター ※申込不要。

【ベビーマッサージ】
とき ８月３０日�午前１０時～１１時

３０分 ところ 荒本子育て支援セン

ター 対象 ２か月～１１か月の乳児

とその保護者 定員 １５組（抽選）

申込方法 ８月１６日�午後１時３０分
～２４日	午後５時に電話で ※当選

者には２５日�に連絡。
【フルーツパフェを作ろう】
とき ８月３０日�午後２時～３時

３０分 ところ 荒本子育て支援セン

ター 対象 ２歳以上の幼児とその

保護者 定員 ２０組（申込先着順）

申込方法 ８月２０日�午後１時から
電話で

【子どもの遊びをキャッチ】
とき ９月１日�午前１０時～１１時

３０分 ところ 荒本子育て支援セン

ター 対象 １歳６か月以上の乳幼

児とその保護者 定員 ３０組（申込

先着順） 申込方法 ８月２５日�午
後１時から電話で

【保育つき子育て相談デー】
とき ９月３日�午前１０時～１１時、
午前１１時１０分～午後０時１０分 とこ
ろ 荒本子育て支援センター 申込
方法 ８月２３日�午後１時から電話
で

【赤ちゃん広場～ふれあいマッサ
ージ】
とき ９月６日�午前１０時～１１時
ところ ももの広場（楠根） 対象
１１か月までの乳児とその保護者 定
員 ３５組（申込先着順） 申込方法
８月２７日�午後１時から電話で

◇ ◇

■申込み・問合せ先 荒本子育て

支援センター ０６（６７８８）１０５５、�０６
（６７８８）２５９７

長瀬子育て支援センター

【親子広場】
隔週水曜日（午前１０時～１１時）に、

同じ年齢の子どもと親子で遊びます

（計５日間）。 初回のとき・対象・定員
�９月１日��５か月～１１か月の乳
児とその保護者・１０組 �８日��
１歳６か月～２歳未満の乳児とその

保護者・１５組 申込方法 ８月１７日

	～２４日	午前９時３０分～午後５時
に電話で ※初めての方を優先して

抽選し、当選者には２７日�までに連絡。
【絵本作り】
新聞紙のカラーページを使って、

世界で１冊の絵本を作ってみません

か。 とき ９月１０日�、１７日�、２４日
�午前１０時～１１時３０分 対象 全日

程参加できる乳幼児とその保護者

定員 １５組（申込先着順） 講師 絵

本あれこれ研究家・加藤啓子さん

※材料費が必要。 申込方法 ８月

３０日�午前１０時から電話で
◇ ◇

■ところ・申込み・問合せ先 長

瀬子育て支援センター ０６（６７２８）

１８００、�０６（６７２８）２４１３

あさひっこ

【人形劇～えだまつこずえさんの
リュックサックげきじょう】
とき ８月２５日�午前１０時～１１時
定員 ５０組（申込先着順） 申込方
法 ８月１７日	午前１０時から電話で
※当日午前９時３０分～正午のわいわ

い広場はお休みです。

【身近な素材で作って遊ぼう】
うちわででんでん太鼓を作ります。

とき ８月２７日�午前１０時～１１時
定員 １０組（申込先着順） ※材料

費が必要。 申込方法 ８月２０日�
午前１０時から電話で

◇ ◇

対象 ２歳以上の幼児とその保護

者

■ところ・申込み・問合せ先 あ

さひっこ（旭町子育て支援センター）

０７２（９８０）８８７１、�０７２（９８５）１０５５

診断員は屋根裏や廊下を
調査します

本
市
の
耐
震
診
断
補
助
制
度

を
利
用
し
、
耐
震
診
断
を
行
っ

た
方
に
、
耐
震
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

が
耐
震
化
の
説
明
や
相
談
、
耐

震
補
強
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を

無
料
で
行
い
ま
す（
写
真
右
下
）。

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
と
、

住
ま
い
の
専
門
家
で
あ
る
耐
震

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
家
に
出
向
き
、

耐
震
化
に
向
け
た
補
強
方
法
や

費
用
の
概
算
な
ど
の
相
談
に
応

じ
ま
す
。

な
お
、
利
用
に
は
耐
震
診
断

結
果
報
告
書
が
必
要
で
す
。

市
で
は
、
一
定
の
要
件
を
満

た
す
木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
工

事
に
対
し
、
耐
震
改
修
工
事
費

の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

補
助
対
象
と
な
る
要
件
は
次

の
と
お
り
で
す
。

◇
対
象
建
築
物

昭
和
５６
年

５
月
３１
日
以
前
に
原
則
と
し
て

建
築
確
認
を
受
け
て
市
内
に
建

て
ら
れ
た
地
上
２
階
以
下
の
自

己
所
有
の
木
造
住
宅
（
１
戸
建

て
住
宅
、
共
同
住
宅
ま
た
は
兼

用
住
宅
）

※
住
宅
は
現
在
居
住
し
て
い

る
も
の
で
、
店
舗
な
ど
を
兼
ね

る
住
宅
は
床
面
積
の
２
分
の
１

以
上
を
住
宅
の
用
途
に
使
用
し

て
い
る
も
の
に
限
る
。

◇
補
助
対
象

年
間
の
所
得

が
１
２
０
０
万
円
以
下
で
、
固

定
資
産
税
お
よ
び
都
市
計
画
税

を
滞
納
し
て
い
な
い
方

◇
対
象
と
な
る
改
修
工
事

▽
耐
震
診
断
の
結
果
、
建
築
物

の
評
点
が
１
・
０
未
満
の
も
の

を
１
・
０
以
上
に
高
め
る
工
事

ま
た
は
０
・
７
未
満
の
も
の
を

０
・
７
以
上
ま
で
高
め
る
工
事

▽
一
部
の
部
屋
の
耐
震
性
能
を

確
保
す
る
も
の
（
シ
ェ
ル
タ
ー

設
置
工
事
）
で
、
市
長
が
認
め

た
も
の

※
た
だ
し
、
耐
震
改
修
工
事

に
併
せ
て
行
う
リ
フ
ォ
ー
ム
工

事
な
ど
は
含
み
ま
せ
ん
。

◇
補
助
限
度
額

次
の
い
ず

れ
か
低
い
額

▽
耐
震
改
修
工

事
に
か
か
る
費
用
の
１５
・
２
％

（
低
所
得
者
は
２３
％
）

▽
延

べ
面
積
に
３
万
２
６
０
０
円
を

乗
じ
た
金
額
の
１５
・
２
％
（
低

所
得
者
は
２３
％
）

▽
６０
万
円

※
補
助
交
付
に
は
、
耐
震
改

修
技
術
者
が
作
成
し
た
耐
震
改

修
計
画
書
の
提
出
な
ど
の
要
件

が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
事
前

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

指

導
監
察
課

０
６（
４
３
０
９
）

３
２
４
５
、�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
３
４

建
築
士
が
す
べ
て
の
市
民
プ

ラ
ザ
に
出
張
し
、
耐
震
診
断
や

耐
震
改
修
に
つ
い
て
、
解
説
し

ま
す
。
ま
た
、
本
市
の
耐
震
改

修
補
助
制
度
の
説
明
も
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
耐
震
診
断
・
改

修
の
理
解
を
深
め
、
住
ま
い
の

耐
震
化
に
取
り
組
む
き
っ
か
け

に
し
ま
せ
ん
か
。

な
お
、
自
治
会
な
ど
に
も
出

前
セ
ミ
ナ
ー
に
伺
い
ま
す
。
ぜ

ひ
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
耐
震
診
断
セ
ミ
ナ
ー
】

地
震
を
取
り
巻
く
最
近
の
状

況
や
耐
震
診
断
の
方
法
な
ど
専

門
家
が
映
像
や
模
型
を
使
用
し

て
解
説
し
ま
す
（
写
真
）。

◇
と
き
・
と
こ
ろ

▽
８
月

２９
日


�
ゆ
う
ゆ
う
プ
ラ
ザ（
日

下
）

▽
９
月
１２
日


�
夢
広

場
（
布
施
駅
前
）

▽
２６
日



�
は
す
の
広
場
（
近
江
堂
）

☆
い
ず
れ
も
午
後
１
時
３０
分

〜
３
時
３０
分

◇
定
員

各
３０
人
（
申
込
先

着
順
）

【
耐
震
改
修
セ
ミ
ナ
ー
】

補
強
方
法
の
考
え
方
や
実
際

の
改
修
工
事
に
つ
い
て
具
体
的

な
事
例
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
解

説
し
ま
す
。

◇
と
き

８
月
２２
日


午
後

１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分

◇
と
こ
ろ

夢
広
場
（
布
施

駅
前
）

◇
定
員

３０
人
（
申
込
先
着

順
）建

築
士
に
よ
る
相
談

住
宅
の
設
計
や
リ
フ
ォ
ー
ム

な
ど
の
悩
み
に
専
門
家
が
応
じ

ま
す（
予
約
不
要
）。
耐
震
診
断

・
改
修
補
助
の
申
込
み
も
受
け

付
け
ま
す
。

◇
と
き

８
月
１７
日
	
午
後

１
時
〜
４
時

◇
と
こ
ろ

市
役
所
本
庁
舎

１
階
相
談
室

◇
内
容

建
替
え
、耐
震
、ア

ス
ベ
ス
ト
、
リ
フ
ォ
ー
ム
、
シ

ッ
ク
ハ
ウ
ス
、
欠
陥
住
宅
な
ど

◇

◇

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

指

導
監
察
課

０
６（
４
３
０
９
）

３
２
４
５
、�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
３
４

市
で
は
、
東
大
阪
市
ら
し

さ
が
感
じ
ら
れ
る
原
動
機
付

自
転
車
な
ど
の
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
の
デ
ザ
イ
ン
を
募
集

し
ま
す
。

東
大
阪
市
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
た
め
の
ふ
さ
わ
し
い
デ
ザ

イ
ン
を
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

◇
募
集
内
容

原
動
機
付

自
転
車
な
ど
の
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
の
形
状
お
よ
び
絵
柄

デ
ザ
イ
ン

◇
規
格

縦
１０
�
横
２０
�

以
内
（
５０
�
・
白
地
、
９０
�

・
黄
地
、
１
２
５
�
・
淡
桃

地
）※

左
上
に
自
動
車
損
害
賠

償
責
任
保
険
標
章
の
ス
ペ
ー

ス
（
３５


角
）
が
必
要
。
数

字
の
書
体
は
変
更
で
き
ま
せ

ん
。
標
識
と
し
て
使
用
で
き

る
よ
う
に
デ
ザ
イ
ン
を
変
更

・
修
正
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。◇

応
募
方
法

Ａ
４
用
紙

（
１
人
１
点
）
に
デ
ザ
イ
ン

を
横
書
き
し
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、電
話
番
号
を
書
い
て
、

８
月
１６
日
�
〜
９
月
１５
日
�

（
消
印
有
効
）
に
郵
送
ま
た

は
直
接
（
Ｅ
メ
ー
ル
も
可
）

※
採
用
作
品
は
１
点
の
予

定
で
、
採
用
作
品
の
権
利
は

市
に
帰
属
し
、
作
品
は
返
却

し
ま
せ
ん
。
発
表
は
１２
月
の

予
定
で
す
。

◇
応
募
・
問
合
せ
先

〒

５７７
・
８
５
２
１
市
役
所
ラ
グ

ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
誘
致

室

０
６（
４
３
０
９
）３
０

２
０
、
�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
４
７
、
Ｅ
メ
ー
ルru

g
b
y
2
0
1
9
@
city
.h
ig

a
s
h
io
s
a
k
a
.lg
.jp

こ
の
ほ
ど
、
２
０
１
９
年

に
日
本
で
開
催
さ
れ
る
ラ
グ

ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
を
近

鉄
花
園
ラ
グ
ビ
ー
場
へ
誘
致

す
る
活
動
の
一
環
と
し
て
、

近
鉄
東
花
園
駅
か
ら
近
鉄
花

園
ラ
グ
ビ
ー
場
ま
で
の
約
４

０
０
ｍ
の
道
の
愛
称
を
募
集

し
た
と
こ
ろ
、
４
７
３
通
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
本
市
足
代

北
在
住
の
遠
藤
昌
平
さ
ん
の

作
品
�
ス
ク
ラ
ム
ロ
ー
ド
花

園
�
に
決
定
し
ま
し
た
。

愛
称
選
定
委
員
会
は
、
ラ

グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
花

園
誘
致
に
向
け
、
市
民
、
企

業
、
市
役
所
が
ス
ク
ラ
ム
を

組
ん
で
進
め
て
い
こ
う
と
い

う
熱
い
想
い
を
こ
め
て
、
こ

の
作
品
を
選
び
ま
し
た
。

多
数
の
応
募
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

◇
問
合
せ
先

ラ
グ
ビ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
誘
致
室

日
本
の
伝
統
文
化
で

あ
る「
打
ち
水
」で
、
真

夏
の
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン

ド
現
象
を
和
ら
げ
よ
う

と
、
府
立
中
央
図
書
館

前
と
市
役
所
本
庁
舎
前

で
こ
の
ほ
ど
、「
打
ち
水

大
作
戦
２
０
１
０
」
を

行
い
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

打
ち
水
を
通
し
て
環
境

問
題
に
つ
い
て
楽
し
み

な
が
ら
考
え
て
も
ら
お
う
と

行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今

年
で
４
回
目
と
な
り
ま
す
。

こ
の
日
は
、
打
ち
水
を
盛

り
上
げ
よ
う
と
市
の
マ
ス
コ

ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
�
ト
ラ

イ
く
ん
�
を
は
じ
め
、
石
切

参
道
商
店
街
の
�
い
し
き
り

ん
�
や
「
平
城
遷
都
１
３
０

０
年
祭
」
の
�
せ
ん
と
く
ん
�

な
ど
１３
組
の�
ゆ
る
キ
ャ
ラ
�

が
大
集
合（
写
真
）。
ま
た
、

プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ

ー
ム「
大
阪
エ
ヴ
ェ
ッ
サ
」で

活
躍
す
る
本
市
出
身
の
高
田

紘
久
選
手
に
よ
る
ト
ー
ク
シ

ョ
ー
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

国
道
３
０
８
号
線
に
ち
な

み
午
後
３
時
８
分
か
ら
行
わ

れ
た
打
ち
水
で
は
、
庁
舎
周

辺
や
歩
道
に
約
４
ｔ
の
雨
水

や
工
業
用
水
を
市
民
や
職
員

が
ひ
し
ゃ
く
な
ど
を
使
っ
て

ま撒
い
て
い
ま
し
た
。
約
１５
分

後
に
気
温
を
測
定
す
る
と
、

打
ち
水
前
よ
り
１
・
５
度
低

下
し
、
訪
れ
た
親
子
は�
涼
�

を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
ほ
ど
、
日
本
都
市
計

画
家
協
会
楠
本
洋
二
賞
の
最

優
秀
賞
に
高
井
田
地
域
の
住

工
共
生
ま
ち
づ
く
り
の
取
組

み
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

こ
の
賞
は
、
都
市
計
画
の

幅
広
い
領
域
で
理
論
と
実
践

の
双
方
を
具
体
化
し
て
い
る

活
動
を
評
価
し
、
今
後
の
さ

ら
な
る
発
展
を
期
待
す
る
も

の
で
す
。

同
賞
の
選
定
委
員
が
注
目

し
た
の
は
、
大
都
市
圏
の
住

工
混
在
地
域
の
問
題
に
メ
ス

を
入
れ
、
産
業
政
策
や
企
業

努
力
任
せ
に
せ
ず
都
市
計
画

手
法
を
活
用
し
、
地
域
が
主

体
に
な
り
住
工
共
生
の
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
協
議
会
を
立

ち
上
げ
、
地
域
ル
ー
ル
案
を

取
り
ま
と
め
る
な
ど
、
行
政

と
連
携
し
て
産
業
施
策
と
都

市
計
画
を
一
体
と
し
て
進
め

よ
う
と
す
る
姿
勢
が
高
く
評

価
さ
れ
ま
し
た
。

市
の
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
誘
致
活
動
に
協
力
し

よ
う
と
、
こ
の
ほ
ど
東
大
阪

商
工
会
議
所
東
大
阪
ラ
グ
ビ

ー
グ
ッ
ズ
創
生
ク
ラ
ブ
が
市

役
所
を
訪
れ
、特
大
の
木
製
ラ

グ
ビ
ー
ボ
ー
ル
型
の
置
物（
写

真
）を
市
へ
寄
贈
し
ま
し
た
。

同
ク
ラ
ブ
は
、「
ラ
グ
ビ
ー

の
ま
ち
東
大
阪
」の
推
進
に
寄

与
す
る
た
め
、地
域
の
特
産
品

と
な
る
ラ
グ
ビ
ー
グ
ッ
ズ
を

開
発
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

市
の
木
で
あ
る
ク
ス
ノ
キ

を
使
っ
て
制
作
し
た
ラ
グ
ビ

ー
ボ
ー
ル
は
、
高
さ
５０
�
、

全
長
１
０
０
�
で
「
め
ざ
せ

�
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ

世
界
へ
ト
ラ
イ
」
の
文

字
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

寄
贈
に
あ
た
り
、
同
ク
ラ

ブ
代
表
幹
事
の
中
西
英
二
さ

ん
は
「
誘
致
の
大
い
な
る
前

進
に
な
る
よ
う
に
」
と
あ
い

さ
つ
。
野
田
市
長
は
「
こ
の

ラ
グ
ビ
ー
ボ
ー
ル
を
会
場
に

設
置
で
き
る
よ
う
に
誘
致
活

動
を
が
ん
ば
り
た
い
」
と
答

え
ま
し
た
。

こ
の
特
大
の
木
製
ラ
グ
ビ

ー
ボ
ー
ル
は
市
役
所
本
庁
舎

１
階
で
展
示
し
て
い
ま
す
。

箕面市の滝をイ
メージしたナン
バープレート

登米市の米をイ
メージしたナン
バープレート

利
用
し
ま
せ
ん
か

耐震診断・改修セミナー

募
集
し
ま
す

『なっ得�』

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
デ
ザ
イ
ン

�スクラムロード花園�に
花園ラグビー場への道

耐
震
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る

耐
震
改
修
ア
ド
バ
イ
ス

耐耐震震診診断断でで住住ままいいのの
安安全全をを確確かかめめよようう

耐耐震震アアドドババイイザザーーにに
ごご相相談談をを

STEP1

STEP2

愛称は特
大
木
製
ラ
グ
ビ
ー
ボ
ー
ル

東
大
阪
商
工
会
議
所
が
市
へ
寄
贈

対象となる耐震改修工事

耐耐震震改改修修でで安安全全安安心心
なな住住ままいいをを

STEP3

ゆゆるるキキャャララ大大集集合合

打ち水大作戦に

題

子育て支援センターの催し

話

※車での来場はご遠慮ください

最
優
秀
賞
を
受
賞
�

高
井
田
住
工
共
生
ま
ち
づ
く
り

（６）平成２２年８月１５日ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成２２年８月１５日（７）
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料金表示のないものは無料。定員があ

るものもあります。くわしくは問合せ先

へ。

プリザーブドフラワー
�時�所８月１７日�、９月７日�、２１日�

�午前１０時～正午�ゆうゆうプラザ（日
下）�午後１時３０分～５時�あいも文化
交流会館（御厨中１）�料１回２，５００円�申
�問吉田０６（６７７２）８７０３

登校拒否を克服する会
�時９月５日�、１０月１７日�、１２月５日
�午後１時～５時�所市民会館�料各５００円
�問登校拒否を克服する会０６（４３０９）００４３

フラダンス体験教室
�時８月２１日�、２８日�午前１１時１５分～
午後０時１５分�所若江公民分館�対女性�申�問
浅田０９０（１７１６）１４３３

◇ ◇

�時�対８月３１日�、９月７日��午後１
時１５分～３時�女性�午後３時１５分～４
時３０分�３歳以上の子どもとその保護者
�所ももの広場（楠根）�申�問ダンスサーク
ル桃広０９０（６９００）２１３０

草むらにひそむ昆虫をさがせ
池島遊水池で昆虫を探します。�時８月

２８日�（雨天決行）☆東花園駅難波行南
改札口に午前９時３０分集合、午後２時に

現地解散�料子ども１００円、大人３００円�持弁
当、飲み物、雨具、網、かごなど※熱中

症対策を�問三木０６（６７２８）２４５５
サロン・で・Old 音楽ライブ

�時�８月２７日�、９月２４日�午後６時
３０分～８時３０分�９月５日�、１０月３日
�午後０時４５分～１時４５分�所あいも文化
交流会館（御厨中１）�問宮本０８０（６２１９）７９６４

ネットでお店作り入門編
�時１０月１０日�、１１月１４日�、１２月１２日

�午後１時～４時（計３日間）�内ネット
ショップの基本�料９，０００円�所�申�問NPO
法人 ITブレーン東大阪（小阪１）０６（６６１８）

６９００、�oubo@it�osaka.jp

ミニバスケットボールクリニック
�時９月５日�午後１時～４時�対小学生

�所�申�問HOOP７（横枕南）０７２（９６５）６０６０
囲碁将棋初級サロン

�時８月１９日�、２２日�、２６日�、９月
２日�午後２時～７時�所あいも文化交流
会館（御厨中１）�料各２５０円�申�問大石０９０
（１１４３）６４２０

パワーストーンでブレスレットを作成
�時９月３日�、１９日�、１０月１０日�、

２４日�午後０時３０分～６時�所イコーラム
（男女共同参画センター）�料各２，５００円
�申�問片倉０６（６７２３）５６８９

琴古流尺八入門教室
�時８月１９日�、２６日�午後６時３０分～
８時３０分�所やまなみプラザ（四条）�申�問
清水０７２（９８８）４１３５

夏休み子ども体験教室
�時８月２８日�午前１０時～午後４時�対小
学校４年生～６年生�内歴史大好き教室、
ものづくり大好き教室、科学大好き実験

・工作教室�所�申�問樟蔭中学校・高等学校
０６（６７２３）８１８５

シニアのためのやさしいパソコン講習
�時１０月５日�、１２日�、１９日�午前１０
時４５分～１１時４５分（計３日間）�所グリー
ンパル（中鴻池）�対シニアのパソコン初
心者�料３，０００円�持ノートパソコン�申�問溝口
０８０（６１０７）５６８７

あそびにおいでよえほんのはらっぱ
�時８月１８日�午前１０時～午後３時�所東
石切会館別館内あしびき文庫�対小学生以
下の子ども�内絵本の読み聞かせや工作�問
近藤０７２（９８２）２９００

講座～定年後の夫との
コミュニケーションのとり方

�時９月３０日�、１０月１４日�、２８日�、
１１月１１日�、２５日�午前１０時～正午�所イ
コーラム（男女共同参画センター）�対女
性�料各５００円�問石崎０９０（８６５７）５９９９

助産師と楽しく子育て
�時９月１２日�午前１０時～正午、午後１
時３０分～３時３０分�所イコーラム（男女共
同参画センター）�対初出産を迎える夫婦
�料各５００円�申�問大阪府助産師会東大阪支部
０９０（８７５０）３６３８

リラックスヨガ
�時８月１５日�午前１０時～１１時３０分�所く
すのきプラザ（若江岩田駅前）�料１，０００円
�申�問山下０９０（９２５０）２７８７

囲 碁 教 室
�時８月２０日�、２７日�、９月３日�午
後６時～９時�所社会教育センター�申�問楠
本０６（６７８９）５６９２

平和を考えるシンポジウム
�時８月２８日�午後１時～�所市民会館大
会議室�料５００円�申�問伊ヶ崎０７２（９６１）５２９８

アーバンケア御厨夏祭り
�時８月２９日�午後４時～８時�内模擬店、
盆踊り、催し物�所�問介護老人保健施設ア
ーバンケア（御厨東１）０６（６７８４）７０７７

東大阪けん玉道選手権大会
�時９月１２日�午前９時～�所石切東小学
校体育館�料１００円�申�問河野０９０（１５８８）１４１４
幼稚園選びのポイント講座＆アート遊び
�時８月２３日	午前１０時～１１時３０分�所ゆ
うゆうプラザ（日下）�対未就園児とその
保護者�料３００円�申�問森岡０８０（２４１８）０７１４、
�nikoniko�0714@docomo.ne.jp

古代史講座
�時９月２６日�午後１時３０分～�所市民会
館第２集会室�料５００円�問南０６（６７７７）２１３７

枚岡自然と文化愛好会写真展
�時９月１４日�～２０日
午前１０時～午後

５時（１４日は午後１時から、２０日は午後

４時まで）�所市民美術センター�問石橋０７２
（９８７）７０１７

司馬�太郎記念館ボランティア募集
館内の受付や監視、庭の手入れなどを

します。�申応募用紙に必要事項を書いて、
１０月２０日�（必着）までに郵送またはファ
クスで※９月１日�～１０日�は休館�申�問
〒５７７・０８０３下小阪３―１１―１８司馬�太郎記
念館０６（６７２６）３８６０、�０６（６７２６）３８５６
講座～子どもの声、届いていますか？
�時９月５日�午前１０時～１１時４５分�所市
民会館第３集会室�問東大阪子ども家庭支
援Genki０８０（３７９１）５３４１

そう

大阪産業大学綜合図書館を開放
�時９月１５日�までの午前９時３０分～午

後６時（日曜日を除く）�対高校生以上の方
�所�問大阪産業大学綜合図書館０７２（８７５）３００１

近畿大学英語村の一般開放
�時８月２３日	～９月１５日�午前１０時～

午後４時（土・日曜日を除く）�対高校生
以上の方�内英語でフリートークなど�所�問
近畿大学英語村０６（６７２１）２３３２

ガイドヘルパー（知的）養成研修
�時１０月９日�午前１０時～午後５時１０分、

１０日�午前１０時～午後５時ほか実習１日
（計３日間）�所第二東福（旭町）�対１８歳
以上の方�料１０，０００円�申�問ハッピークラブ
０７２（９８６）２２２６

がく

漢 字 樂 院
漢字を楽しみます。�時９月１９日�午後

１時３０分～４時３０分�所社会教育センター
�料３００円�申�問洞口０６（６７２４）８２２３

フォークダンス体験見学教室
�時９月１４日�、２８日�午後１時３０分～
３時３０分�所青少年女性センター�問坂田０６
（６７８４）１９７２

たきぎ

ひらおか薪能
�時９月２５日�午後５時３０分～�所枚岡神

社境内特設舞台�内狂言「柿山伏」、能「頼
政」�問枚岡薪能実行委員会０７２（９８１）４１７７

タイの家庭料理を楽しむ
�時９月５日�午前１１時～�所くすのきプ
ラザ（若江岩田駅前）�料１，０００円�申�問東大
阪ぞうすいの会０７２（９８１）６１９１（�兼用）

東大阪短歌会
�時９月１２日�、１０月１０日�、１２月１２日
�午後１時～４時�所社会教育センター�申
�問小谷０７２（９８２）１８８６
東大阪リトルリーグ硬式野球見学会
�時８月２１日�、２２日�午前９時～午後
４時�所大阪産業大学グラウンド※体験練
習可。練習は水・金曜日午後６時３０分～、

土・日曜日・祝日午前９時～�問谷口０９０
（３２８１）９６６８

キッズジュニアテニス体験教室
�時９月４日�、１８日�午後１時～２時

３０分�所三ノ瀬小学校仮設コート�対５歳～
小学校６年生�申�問NPO法人三ノ瀬総合型
スポーツクラブ０６（６７２１）０２８４（�兼用）

ラグビーのまち東大阪の夕べ
�時８月２１日�午後４時～�所花園中央公
園など�内元ラグビー日本代表選手のトー
クショーなど�問平川０９０（５２５１）３６４４

法律相談
弁護士が相談に応じます。

【本庁市民相談室】１週間前から電話
で受付。月・水・金曜午後１時～４時、

第２火曜午後５時～８時（申込先着１６人）

０６（４３０９）３１０４、�０６（４３０９）３８０１
【巡回法律相談・リージョンセンター】
１週間前から電話で受付。いずれも午後

１時～４時（申込先着８人） ０６（４３０９）

３１０４、�０６（４３０９）３８０１ �日下�奇数月
の第２火曜�四条�第２・４木曜�中鴻
池�偶数月の第４火曜�若江岩田駅前�
第１・３木曜�楠根�偶数月の第２火曜
�布施駅前�第１・３火曜�近江堂�奇
数月の第４火曜

消費生活相談
月～金曜午前９時３０分～午後５時（電話

相談は午後４時までで、来所相談は予約

制）０７２（９６５）０１０２、�０７２（９６２）９３８５（消
費生活センター）

交通事故相談
月・火・水・金曜午前１０時～午後４時

で、予約制 ０６（４３０９）３２２３、�０６（４３０９）
３８３６（交通対策室）

人権法律相談
【荒本・長瀬人権文化センター】 い

ずれも午後１時～４時で、予約制 �第
２火曜（荒本） ０６（６７８８）７４２４、�０６
（６７８８）２４５６�第４火曜（長瀬）０６（６７２０）
１７０１、�０６（６７２９）９１７１
女性のための労働相談
【イコーラム】 女性の社会保険労務

士が相談に応じます。職業紹介・あっ旋

は行いません。第２土曜午後１時３０分～

４時２０分で、予約制 ０７２（９６０）９２０５、

�０７２（９６０）９２０８
就職が困難な方の雇用・就労相談
【就労支援センター】 働く意欲があ

るのに、さまざまな要因で就職が困難な

方の相談に応じます。職業紹介・あっ旋

は行いません。いずれも月～金曜の午前

９時～午後４時 �永和�０６（６７８８）４５８０、
�０６（６７８８）４５５５�意岐部�０６（６７８４）５８１１、
�０６（６７８４）５８２２�長瀬�０６（６７２７）１９２０、
�０６（６７２７）１９２５
若者の自立・就労相談
職業紹介・あっ旋は行いません。

【本庁市民相談室】 �若者自立のた
めの相談（予約制）�第２木曜午前１０時
～午後５時 ０７４５（９２）５５６６、�０７４５（９２）
５５６８（学校法人神須学園・若者自立塾室

生館）�青年の就労・自立のための相談
�第４木曜午前１０時～午後５時 ０６（６７８７）

２００８、�０６（６７８７）２０１８（東大阪若者サ
ポートステーション）

パート・労働問題の相談
職業紹介・あっ旋は行いません。

【労働雇用政策室】 月～金曜午前９

時～午後４時 ０６（４３０９）３１７９、�０６（４３０９）
３８４６

【ユトリート東大阪】 月・水・金曜

午前９時～午後５時 ０６（６７２１）６０００、

�０６（６７２１）１２１２
中小企業相談
【中小企業振興会】 いずれも午後１

時３０分～４時で、予約制 �ISOに関する
相談�第４火曜�店舗デザイン相談�第
４水曜 ０６（４３０９）２３０１、�０６（４３０９）２３０３
女性のための相談
【イコーラム】 �面接相談（予約制）
�火・木・土曜（５週目を除く）午前１０
時～正午、午後１時～４時（第４火曜は

午後６時～８時も・休館の場合第３火曜）

０７２（９６０）９２０５、�０７２（９６０）９２０８�電話
相談�火～日曜午前１０時～午後５時 ０７２

（９６０）９２０６、�０７２（９６０）９２０８
教育・子育て相談など
【教育センター（教育・発達）】 月～

金、土曜（月２回）午前９時～午後５時３０分

で、予約制 ０６（６７２７）０１１３、�０６（６７２９）８２６１
【子どもの悩み相談（保護者・市民専

用）】 月～土曜午前９時～午後９時（土

曜は午後５時まで） ０６（６７８２）７８６７

【いじめ・悩み１１０番（子ども専用）】
月～土曜午前９時～午後９時（土曜は午

後５時まで） ０６（６７３２）０１１０

【すこやかテレホン】 �月・火・木
・金曜午後５時～８時�日曜、祝日午前
９時～午後５時 ０６（６７２１）９１７４、�０６
（６７２１）９８７４

【休日・夜間子育て相談ダイヤル】
�平日�午後５時３０分～翌日午前９時�
土・日曜、祝日�２４時間 ０７２（９６１）０１７８

（�兼用）
【鴻池・長瀬・荒本子育て支援センター

・あさひっこ】 �来所相談（予約制）�
月曜（鴻池）、火曜（長瀬）、木曜（荒本）、

金曜（あさひっこ）午前９時３０分～午後

４時�電話相談�月～土曜午前９時～午
後５時３０分 ０６（６７４８）８２５２、�０６（６７４３）
０５７７（鴻池）・０６（６７２８）１８００、�０６（６７２８）
２４１３（長瀬）・０６（６７８８）１０５５、�０６（６７８８）
２５９７（荒本）・０７２（９８０）８８７１、�０７２（９８５）
１０５５（あさひっこ）

医療相談
【地域健康企画課】 医療機関利用の

ための相談に応じます。月～金曜午前１０

時～午後４時 ０７２（９６０）３８０１、�０７２
（９６０）３８０６

【市立総合病院産婦人科】 女性の健

康上の悩みに応じます。水曜午後１時～

４時３０分で、予約制 ０６（６７８１）５１０１、

�０６（６７８１）２２７１
よみかき相談
よみかきが不自由な方の相談に応じま

す。月～金曜午前９時～午後５時３０分 ０６

（４３０９）３２７９、�０６（４３０９）３８３５（社会教育課）

※いずれも無料。休日と祝日は
行いません（すこやかテレホン、
子育て相談ダイヤルを除く）。

定定 例例 相相 談談

（８）平成２２年８月１５日東 大 阪 市 政 だ よ り
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「訪問販売の業者から浄水器を購

入したが、支払いが高額なため３日

後にクーリング・オフのハガキを送

った。その後、業者が来て『すでに使

用しているのでクーリング・オフは

できない。自分の給料も下げられる

のでこのまま使って欲しい』などと

言われた。その日は仕方なくそのまま

契約すると返事したが、やっぱり解

約したい」という相談がありました。

訪問販売での契約は、契約書を受

け取ってから８日以内であれば浄水

器の場合は使用していてもクーリン

グ・オフ（無条件解約）ができ、支

払い済みの代金があれば全額返して

もらえます。また、消費者がクーリ

ング・オフをしているにもかかわら

ず、事実と異なる説明や再勧誘して

妨害することは禁じられています。

消費者がクーリング・オフをやめさ

せられた場合、業者には再度契約書を

渡す義務があり、その契約書を受け

取ってから８日以内であればクーリ

ング・オフができます。また、新たな契

約書をもらうまでは、消費者はいつ

でもクーリング・オフができます。

おかしいと思ったら消費生活セン

ターへ相談してください。

�問消費生活センター ０７２（９６５）

０１０２、�０７２（９６２）９３８５

宅 建 相 談

�時８月２４日�午前１０時～午後４時
�定１０人（当日先着順） �内不動産に関
するもの

�所�問市政情報相談課 ０６（４３０９）３１０４、

�０６（４３０９）３８０１

行政書士による相談

�時９月７日�午後１時～４時（予約
不要で、受付は午後３時３０分まで）

�内遺言、相続、内容証明や各種契約書
の作成、建築業などの許・認可申請、

外国人の帰化、会社設立など

�所�問市政情報相談課 ０６（４３０９）３１０４、

�０６（４３０９）３８０１

納期限は８月３１日
市・府民税第２期分

市民税・府民税第２期分の納期限は８

月３１日�です。納期限までに市税取扱
金融機関または郵便局で納めてくださ

い。納付書を紛失した方は再発行しま

すのでご連絡ください。また、口座振替

を利用している方は振替不能にならな

いように預金残高を確認してください。

�問納税課〈郵便番号が５７７の方�０６
（４３０９）３１５０～１〉〈郵便番号が５７８の方

�０６（４３０９）３１４９〉〈郵便番号が５７９の方
�０６（４３０９）３１４８〉、�０６（４３０９）３８０８

特別弔慰金を支給します
戦没者などの遺族が対象

公務扶助料や遺族年金などを受けて

いた方が平成１７年４月１日から平成２１

年３月３１日までに亡くなるなど、平成２１

年４月１日の時点において公務扶助料

や遺族年金などを受ける方がいない場

合、次の順番による先順位の遺族１人

に特別弔慰金を支給します。受給には

申請が必要です。申請期限を過ぎると

受け取ることができませんのでご注意

ください。 �対�平成２１年４月１日ま
でに戦傷病者戦没者遺族等援護法によ

る弔慰金の受給権を取得した方�戦没
者などの子 �戦没者などと生計をと
もにした�父母�孫�祖父母�兄弟姉
妹 �前記�以外の�父母�孫�祖父
母�兄弟姉妹 �前記�～�以外で１
年以上生計をともにした３親等内の親

族 給付内容 額面２４万円、６年償還

の記名国債 �申平成２４年４月２日まで
に生活福祉課または福祉事務所へ直接

�申�問生活福祉課 ０６（４３０９）３１８２、�
０６（４３０９）３８１５

ドリーム２１臨時休館

機器の点検のため、９月７日�と８
日�は臨時休館します。プラネタリウ
ムは引き続き１０日�まで休止します。
�問ドリーム２１ ０７２（９６２）０２１１、�０７２

（９６２）０８１０

防疫事務所を移転します

ねずみや衛生害虫などの駆除相談を

行っている防疫事務所が８月２３日�に
移転し、次のとおり所在地や電話番号

が変更になります。 所在地 荒川３―

２８ 電話・ファクス番号 ０６（６７４８）０３９４、

�０６（６７３６）０３４７
�問環境薬務課防疫事務所 ０６（６７８３）

２９４５、�０６（６７８３）７５１１

中学校卒業程度認定試験を実施

やむを得ない理由で義務教育を修了

できなかった方を対象に、中学校卒業

程度の学力を認定する試験を行います。

合格した方は、高等学校の入学資格

を得ることができます。 �申大阪府教
育委員会児童生徒支援課で配布する願

書に必要事項を書いて、８月２０日�～
９月７日�（消印有効）に郵送
�申〒１００・８９５９東京都千代田区霞が関

３―２―２ 文部科学省生涯学習推進課認定

試験第二係

�問学事課 ０６（４３０９）３２７１、�０６（４３０９）
３８３８

東大阪アリーナ
プール臨時休館と利用料金を変更

【プールの臨時休館】
９月１日�～４日�は設備点検など
のためプールの一般利用はできません。

【プールの利用料金を変更】
９月５日�からプールの個人料金を
次のとおり変更します。 �大人２時
間まで８００円（超過料金３０分２００円） �
小人２時間まで４００円（超過料金３０分１００

円）

◇ ◇

�問東大阪アリーナ ０６（６７２６）１９９５、

�０６（６７２６）１９９４

市の遺跡ガイドブックを頒布

市では、このほど市内の遺跡を紹介

・解説した「わが街再発見～東大阪市

の遺跡ガイドブック」を発刊しました。

ガイドブックには、市内１３１か所の遺

跡のうち、発掘調査による成果が広く

知られているものや発掘調査の成果が

大阪府下においても珍しいものなど８６

か所を個別の解説を加えて掲載してい

ます。また、「わが街再発見～東大阪市

の歴史と文化財」の改訂版も刊行して

います。市内の身近な遺跡などを再発

見できる内容ですので、ぜひご活用く

ださい。 �料いずれも１部４００円 頒布
場所 文化財課、鴻池新田会所、郷土

博物館、埋蔵文化財センター

�問文化財課 ０６（４３０９）３２８３、�０６
（４３０９）３８３５

事務所を移転します
東福祉事務所子育て支援係

中福祉事務所福祉係・子育て支援係

８月３０日�から東福祉事務所子育て
支援係が旭町庁舎地下１階から３階へ、

中福祉事務所福祉係および子育て支援

係が希来里３階から２階へ、それぞれ

事務所を移転します。なお、所在地、

電話番号などの変更はありません。

�問�東福祉事務所子育て支援係�０７２
（９８８）６６１９、�０７２（９８８）６６２０ �中福祉
事務所福祉係�０７２（９６０）９２７５、子育て支
援係�０７２（９６０）９２７４・�０７２（９６０）９２７８

住居表示を実施
上石切町２丁目など

１０月１２日�に上石切町２丁目などで
住居表示を実施します。住居表示を実

施すると住所の表わし方が次のように

変わります。 （実施前の住所）上石

切町２丁目●●●番地、日下町１丁目

１１番●号（実施後の住所）上石切町２

丁目●番●号 実施区域 上石切町２

丁目の一部、日下町１丁目１１番街区

�問都市整備庶務課 ０６（４３０９）３２１２、

�０６（４３０９）３８３１

高齢者はり・きゅう・マッサージ施術

９月の敬老月間中、市内の施術所で

はり・きゅうおよびマッサージ施術を

行います。 �時９月１日�～３０日	（原
則土・日曜日、祝日を除く） �対市内
在住の６５歳以上の方 �料１回１，０００円
※２回まで施術が受けられます。 �申
８月１６日�～９月２９日�（土・日曜日、
祝日を除く）に電話で

■はり・きゅうの申込み・問合せ先
市鍼灸師連絡協議会 �永澤鍼灸院
０７２（９８２）７８３９ �プラザ鍼灸院 ０７２

（９６０）０８７８ �なかがわ鍼灸院 ０６（６７８２）

４１４９ �にし鍼灸院 ０７２（９６１）７８１３

■マッサージの申込み・問合せ先
東大阪市身体障害者福祉協会視力部会

�木下施術所 ０７２（９８５）７９４９ �高山
施術所 ０６（６７２８）３２５８ �羽子田施術
所 ０６（６７８２）１９３７

�問高齢介護課 ０６（４３０９）３１８５、�０６
（４３０９）３８４８

１０月から来年３月まで開講します。

体を動かす教室や書道、生花など教

養を深めることができます。新しく

始めてみませんか。

【エクササイズ教室】
�時第１・３月曜日午前９時３０分～

１０時２０分 �対４０歳以上の女性 �定２０人
（抽選） �料月１，０００円 �持屋内用シ
ューズ、バスタオル、飲み水

【風花書道教室】
�時第２・４月曜日午前９時～１０時

３０分 �定１０人（抽選） �料月１，０００円、
教材費２，０００円 �持書道用具
【斑鳩流生花教室】
�時第１・３水曜日午後１時～２時

�定１０人（抽選） �料月１，０００円、教材
費月２，０００円 �持ハサミ、花器、剣山、
包装紙

【エコ作品手作り教室】
�時第４水曜日午後１時～３時 �定

１０人（抽選） �料月５００円、教材費毎
回１００円 �持ハサミ

【パソコン教室】
�時第１・３木曜日午前１１時３０分～
午後０時３０分 �対初心者 �定１０人（抽
選） �料７，５００円 �持ノートパソコン
（WindowsVista に限る）

【日本舞踊教室】
�時第１・３金曜日午後１時３０分～４
時３０分 �定５人（抽選） �料月１，０００円、
教材費５００円 �持ゆかた一式、扇子
【Stone's アートリュミエール教
室】
�時第３土曜日午後１時～３時 �定

１０人（抽選） �料３，０００円、教材費毎
回１，２００円 �持小ハサミ

◇ ◇

�対市内在住、在勤の方 �申往復ハ
ガキに教室名、住所、氏名、年齢、

性別、電話番号を書いて、９月１０日

�（必着）までに郵送
�所�申�問〒５７９・８００３日下町３―１―７ ゆ

うゆうプラザ（日下） ０７２（９８６）

９２８４、�０７２（９８６）９２９３

～緊急度レベル★★★★★

浄水器のクーリング・オフくらしの
緊急情報

秋から始めよう
ゆうゆうプラザの教室

�時とき �所ところ �対対象 �定定員・定数 �内内容 �講講師
�料料金（表示のないものは無料） �持持ち物 �申申込方法・応募方法など
�申申込み先・応募先 �問問合せ先 	メールアドレス

記号の見方

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成２２年８月１５日（９）
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秋の運転者講習会

【布施警察署】
�時�所�９月１日��はすの広場（近
江堂） �６日��夢広場（布施駅前）
�８日��ももの広場（楠根） �１０
日��市民会館市民ホール �１４日�
�布施交通安全協会 ☆いずれも午後

７時から（１４日は午前１１時からと午後

２時から）

【河内警察署】
�時�所�９月９日��花園小学校 �

１０日��成和小学校 �１４日��北宮
小学校 �１５日��文化会館 ☆いず

れも午後７時から

【枚岡警察署】
�時９月６日�～１０日� ☆いずれも

午後７時から（１０日は午後２時からと

午後７時から） �所枚岡交通安全自動
車協会

◇ ◇

※いずれも開始３０分前から受付。車

での来場はご遠慮ください。

�問�布施警察署 ０６（６７２７）１２３４、�
０６（６７２７）７５７８ �河内警察署 ０７２

（９６５）１２３４、�０７２（９６３）４８２３ �枚
岡警察署 ０７２（９８７）１２３４、�０７２（９８１）
０３７７ �交通対策室 ０６（４３０９）３２２３、

�０６（４３０９）３８３６

源氏物語を読む楽しみ
紫の上と光源氏

�時９月５日�午後２時～４時 �対市
内在住、在勤の成人 �定１５０人（当日先
着順） �講園田学園女子大学教授・福
嶋昭治さん

�所�問はすの広場（近江堂）０６（６７３０）
０８４０、�０６（６７３０）５７２３

デジカメ活用�
夏休みの思い出をフォトCDに

�時９月４日	、１１日	午後２時３０分
～４時３０分 �対全日程参加で文字入力
ができる高校生以上の方 �定１１人（抽
選） �料３，０００円 �持３００万画素以上のデ
ジタルカメラ（携帯電話不可）、筆記用

具 �申ハガキに教室名、住所、氏名、
年齢、電話番号を書いて、８月２８日	
（必着）までに郵送（ファクスも可）

�所�申�問〒５７７・０８３２長瀬町３―７―４０ 長

瀬青少年センター ０６（６７２７）１２００、�
０６（６７２９）９７８７

要約筆記奉仕員養成講座

聴覚障害者に手書きやパソコンで要

約筆記の活動をしていただける方を対

象に開講します。 �時１０月２３日～来年
３月１２日の土曜日午後１時３０分～４時

３０分（計１６日間） �所大阪府障がい者社
会参加促進センター（大阪市天王寺区）

�対府内在住、在勤の方 �内�定�手書き
コース�３０人（抽選） �パソコンコー
ス�３０人（抽選） ※教材費が必要。
�申申込書に必要事項を書いて、９月１５
日�（必着）までに郵送
�申�問〒５４０・８５７０大阪府自立支援課

０６（６９４４）９１７６、�０６（６９４２）７２１５
�問障害者支援室 ０６（４３０９）３１８４、�

０６（４３０９）３８１５

バランス健康体操教室

姿勢改善体操をします。 �時９月２１
日�、１０月１９日�、１１月１６日�午後１時
３０分～３時 �対全日程参加できる市内
在住の６０歳以上の方 �定４０人（抽選）
�講メディックス・インストラクター・菅
沼裕子さん �持運動ができる服装、タ
オル、飲み物 �申８月１６日�～２５日�
�所�申�問五条老人センター ０７２（９８５）

３７５１、�０７２（９８６）７５９２

郷土博物館土曜講座
東大阪の遺跡からみつかる焼き物

市内で見つかった土器類について講

演します。 �時�内�９月１１日	�「墨
書土器の世界」 �１８日	�「中国から
きた焼き物」 �２５日	�「模倣された
焼き物」 ☆いずれも午後１時３０分～３

時 �定各２０人（申込先着順） �料小・中
学生２０円、高校・大学生３０円、一般５０

円 �申８月１７日�午前９時から電話で
�所�申�問郷土博物館 ０７２（９８４）６３４１、

�０７２（９８６）１４３２

語学ボランティア研修・交流会

市内に暮らす約１万８，０００人の外国籍

住民のために、保健センターの健診な

どで通訳・翻訳して、あなたの語学力

をいかしませんか。 �時�内�９月７日
�午後１時３０分～３時３０分�語学ボラ
ンティア制度や心構えなど（入門編）

�１４日�午後１時３０分～４時３０分�保
健師による講義、言語別ロールプレイ

（応用編） �所市役所本庁舎 �対市の語
学ボランティアに登録して活動でき、

日常会話ができる語学力がある方 �定
各２０人（申込先着順） �申研修名、コ
ース名、氏名（ふりがなも）、電話番号、

母語、通訳言語、通訳経験、参加理由

を電話またはファクス、Ｅメールで

�申�問文化国際課国際情報プラザ ０６

（４３０９）３３１１、�０６（４３０９）３８２３、�b
unkoku.plaza-e@bunkoku.city.higa

shiosaka.osaka.jp

一歩セミナー
あなたはどんな親ですか

親子で起こるさまざまな問題に対処

し、乗り越えていく方法を学びません

か。 �時�内�９月９日��親の不安・
子どもの不満 �１６日��子どもの人
生・親の人生 ☆いずれも午前１０時～

正午 �対市内在住、在勤、在学の女性
（全日程参加できる方優先） �定２０人
（抽選） �講フェミニストカウンセリ
ング堺カウンセラー・加藤伊都子さん

※１歳６か月～就学前幼児の保育あり

（１人２００円・定員１０人）。 �申往復ハ
ガキに講座名、受講動機、住所、氏名、

電話・ファクス番号、保育の有無（必

要な場合は子どもの氏名・生年月日も）

を書いて、９月２日�（必着）までに
郵送（ファクス、Ｅメールも可）

�所�申�問〒５７８・０９４１岩田町４―３―２２―６００
イコーラム（男女共同参画センター）

０７２（９６０）９２０１、�０７２（９６０）９２０７、�
ikoramu@city.higashiosaka.lg.jp

エコマーケット出店者

家庭で眠っ

ている贈答品

や日用品など

を出品しませ

んか。 �時１１
月１３日	午前
１０時～午後３

時 �所市役所
本庁舎１階駐

車場 �対市内在住、在勤の方または団
体（業者を除く） ※アルコールなど

販売できないものもあります。 �定３０区
画（抽選） �料１，５００円 �申往復ハガキ
に住所、氏名（団体名）、電話番号を

書いて、８月３１日�（消印有効）まで
に郵送 ※１０月４日�午後１時３０分か
ら説明会と抽選をします。

�申�問〒５７８・０９４１岩田町５―７―３６ 消費

生活センター内消費者団体協議会 ０７２

（９６５）６００２、�０７２（９６２）９３８５

フリーマーケット出店者

１０月１７日�（午前１０時～午後３時・
雨天決行）に開催するフリーマーケッ

トの出店者を募集します。 �対市内在
住、在勤の方 ※営利目的、飲食物、

生き物の出店はできません。 �定２４区
画（抽選） �料１，０００円 �申往復ハガキ
に行事名、出店物の種類、住所、氏名、

年齢、電話番号を書いて、９月１０日�
（必着）までに郵送

�所�申�問〒５７９・８００３日下町３―１―７ ゆう

ゆうプラザ（日下） ０７２（９８６）９２８４、

�０７２（９８６）９２９３

社会福祉協議会職員

社会福祉協議会で働く常勤の事務職

員を募集します。 �対昭和５８年４月２
日以降に生まれ、社会福祉士の資格を

取得または来年３月までに取得見込み

で大学卒業程度の学力がある方 �定２
人程度 試験日 �第１次�９月１９日
� �第２次�１１月上旬 �申８月２４日
�～９月６日� ※申込方法など、く

わしくは社会福祉協議会総務課で配布

する要項をご覧ください。社会福祉協

議会ホームページ（http���www.hear
tnet�hoshakyo.org�）からダウンロー
ドもできます。

�問社会福祉協議会 ０６（６７８９）７２０２、

�０６（６６１８）４５６６

シルバー人材センターでは、高齢

者に適した仕事を家庭や企業、公共

団体などから引き受け、雇用を伴わ

ない臨時・短期的で軽易な仕事を会

員に提供しています。

仕事に挑戦する気持ちをもってい

る６０歳以上の方は加入して、能力や

経験をいかしてみませんか。 �内一
般事務、経理事務、筆記・毛筆、軽

せん

作業、植木の剪定、施設管理、建物

の補修、家事援助、老人介護、育児

サービス、ふすま・障子・網戸の張

替えなど ※入会には会費が必要。

入会説明会は第２・４火曜日の午前

中に開催しています。

�申�問
シルバー人材センター ０６

（６２２４）２４０８、�０６（６２２４）２４０９

商店街には、まちや生活を支援す

る重要な機能があり、にぎわいや豊

かさ、快適性を提供するなど、地域

社会の核として日々まちづくりに貢

献しています。

市内の商店街が取り組む活性化事

業を中心に紹介していきます。

鴻池新田駅前商店街

鴻池新田駅前商店街は、JR鴻池新

田駅南部のフレッシュタウン鴻池、

鴻池二番街商店会、鴻池元町商店会

を中心に形成されています。特に駅

南部には、核店舗が複数集積してい

ることから地域の買物場所として賑

わっています。

【鴻池１００円商店街】
鴻池新田駅前商店街が実行委員会

を組織し、１１月（予定）に１００円商店

街を開催します。

商店街全体を１００円ショップに見立

て、各店の店頭に１００円コーナーを設

置。１００円というインパクトと企画の

面白さで、多くの市民に買い物に来

てもらい、商店街が活性化すること

が期待されています。

�所フレッシュタウン鴻池、鴻池二
番街商店会、鴻池元町商店会

【鴻池ジャズストリート２０１０】
鴻池を音楽文化の発信拠点にしよ

うと始まった鴻池ジャズストリート

が今年で４回目を迎えます。

迫力ある生演奏を聴いてみません

か。

�時９月
２６日�午
前１１時か

ら �所鴻
池新田会

所ほか６

か所 �料鴻池新田会所２，０００円 ※プ

レイベントを８月２２日�鴻池二番街
商店会、９月５日�鴻池元町商店会、
１９日�フレッシュタウン鴻池で開催。
いずれも午後４時から。

�問商業課 ０６（４３０９）３１７６、�０６
（４３０９）３８４６

あなたの経験をいかしませんか
シルバー人材センター会員を募集

商店街めぐりふれあい

にぎわい

（１０）平成２２年８月１５日東 大 阪 市 政 だ よ り
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夏休みビデオ映画大会

�時�内�８月１９日��キテレツ大百科
�２０日��甲虫王者ムシキング �２４
日��モリゾーとキッコロ �２５日�
�かいけつゾロリ �２６日��おじゃ
る丸 �２７日��猫の恩返し ☆いず

れも午前１０時３０分から �対小学生 �定
各４０人（当日先着順）

�所�問永和図書館 ０６（６７８１）５５００、�
０６（６７８４）５６３０

障害者のためのボッチャ大会

ボッチャの団体戦をトーナメント形

式で行います。 �時９月２６日�午後２
時～４時 �所東大阪アリーナ �対市内
在住の障害者・児とその介助者 �定１０
チーム（抽選） ※１チーム３人～４

人。個人の申込みも可。 �申８月１５日
�～９月１０日�
�申�問高井田障害者センター ０６（６７８９）

０１３１、�０６（６７８９）２８７０

ゆうゆうプラザの催し

【健康チェック】
体組織計で筋肉量や水分量、骨量、

体脂肪率、基礎代謝量などを測定しま

せんか。 �時９月５日�午前１１時～午
後２時

【文芸大作映画会】
映画「のんちゃんのり弁」を上映し

ます。 �時９月５日�午後２時～４時
�定１２０人（当日先着順）

◇ ◇

�対市内在住、在勤の方
�所�問ゆうゆうプラザ（日下） ０７２

（９８６）９２８４、�０７２（９８６）９２９３

大学生が演劇に挑戦
まいどっ�～夢のある街

市内の大学生が専門家の指導のもと、

昨年打ち上げられた人工衛星「まいど

１号」を軸に、中小企業のまちをテー

マにした演劇を公演します。

学生たちの思いが詰まった演劇をご

覧ください。 �時９月４日�午後６時
から、５日�午後１時から（開場は３０
分前） �所イコーラム（男女共同参画
センター） �定各２００人 �料前売券８００円、
当日券１，０００円 ※前売券はチケットぴ

あ（Ｐコード４０５―８０１）、ローソンチケッ

ト（Ｌコード５８３００）で発売中。

�問文化国際課 ０６（４３０９）３１５５、�０６
（４３０９）３８２３

ナイトハイク
夕陽から夜景に移る大阪平野を見よう

�時９月４日�（小雨決行） ☆グリ

ーンガーデンひらおかに午後４時集合、

枚岡神社で午後９時解散 �定５０人（抽
選） �講枚岡ネイチャークラブ �料小
学生以下の子ども１００円、大人３００円

�持弁当、飲み物、雨具、懐中電灯、虫
除け �申行事名、住所、氏名、年齢、
電話番号を８月２７日�までに電話また
はファクスで

�申�問グリーンガーデンひらおか ０７２

（９８２）９９２０、�０７２（９８２）９９２１

ロビーコンサート

夏のひとときを軽やかな音楽で楽し

みませんか。

�時８月２９日�午後２時～３時３０分
�対市内在住、在勤、在学の方 �定６０人
（申込先着順） �内女性コーラス・ゆ
とりもよう、東大阪PTAバンド、コー

ラス・ラフィアスッケタ �申ハガキに
行事名、住所、氏名、電話番号を書い

て、８月２８日�（必着）までに郵送（電
話も可）

�所�申�問〒５７７・００５６長堂１―１７―２９ 社会

教育センター ０６（６７８９）４１００、�０６
（６７８９）５２１２

大人が楽しむおはなし会

�時９月５日�午前１０時３０分～正午
�所東保健センター �対市内在住の成人
�定５０人（当日先着順） �内東大阪おはな
しの会・ねっこぼっこによる本の語り

�問旭町図書館 ０７２（９８２）１２３５、�０７２
（９８４）６０７９

防災パネル展
８月３０日～９月５日は防災週間

防災週間にあわせて、防災パネル展

を開催します。 �時８月３０日	～９月
３日�午前９時～午後５時（３０日は午
前１０時から） �所市役所本庁舎１階ロ
ビー �内阪神淡路大震災の状況・避難
場所などのパネル展示

�問危機管理室 ０６（４３０９）３１３０、�０６
（４３０９）３８２０

ちょこっとレクチャー
ビデオな１日

現在も女性の尊厳を傷つける風習が

残るアフリカで、村の娘たちを守るた

め古い風習を廃止しようと立ち上がっ

た母親の愛情と強さ、やさしさを描い

た映画「母たちの村」を通して、男女

問わず尊重し合う大切さを伝えます。

�時９月７日�午後１時３０分～４時 �対
市内在住、在勤、在学の方 �定４０人（当
日先着順）※１歳６か月～就学前幼児

の保育あり（１人３００円で定員１０人・８

月３１日�までに要申込）。
�所�問イコーラム（男女共同参画セン
ター）０７２（９６０）９２０１、�０７２（９６０）９２０７

市 民 劇 場
忍たま乱太郎キャラクターショー

忍たま乱太郎の公演と歌のお姉さん

（ビビ・マカロン）によるファミリーコ

ンサートを開催します。 �時８月２８日
�午後１時３０分から（開場は午後１時）
�所市民会館市民ホール ※駐車場はあ

りません。 �料前売券１，０００円、当日券
１，２００円 ※全席自由席で、前売券は市

民会館、
施設利用サービス協会、チ
ケットぴあ（Ｐコード６１７―４６９）で発売中。

�問市民会館 ０６（６７２２）９００１、�０６
（６７２２）９００７

市では、母子家庭の母および寡婦

を応援するさまざまな事業を行って

います。ぜひ、参加してください。

しんぐるマザーぱわーあっぷのつどい
「就職」と「求職」

就職と求職をテーマに、「しんぐる

マザーぱわーあっぷのつどい」を開

催します。

母子家庭等就業・自立支援センタ

ー職業紹介所所長の山本晃さんが、

シングルマザーを取り巻く雇用情勢

や求人状況、履歴書の書き方、面接

のアドバイスなどを話します。

また、お母さん同士が気軽におし

ゃべりして交流もできます。心も体

もリフレッシュしませんか。

�時９月５日�午後２時～４時 �所
イコーラム（男女共同参画センター）

�定２０人（抽選） ※２歳～就学前幼

児の保育あり。 �申ハガキに行事名、
氏名、電話・ファクス番号、保育の

有無（必要な場合は子どもの氏名、

年齢も）を書いて、８月２７日�（必
着）までに郵送（ファクスも可）

�申東・中・西福祉事務所子育て支
援係�東�０７２（９８８）６６１９、�０７２
（９８８）６６２０ �中�０７２（９６０）９２７４、
�０７２（９６０）９２７８ �西�０６（６７８４）
７９８２、�０６（６７８４）７６７７
�申�問〒５７７・８５２１市役所こども家庭
課 ０６（４３０９）３１９４、�０６（４３０９）３８１７

出張就業相談

専門の相談員が、就職・転職の求

人情報の提供やハローワークへの紹

介、資格取得のための就業支援講習

（パソコン初級など）、履歴書の書き

方、面接のアドバイスなどを行いま

す。 �時８月２６日�午前１０時～午後
４時 �所イコーラム（男女共同参画
センター） �定５人（申込先着順）
※１歳６か月～就学前幼児の保育あ

り（１人２００円で８月１７日�までに要
申込・定員あり）。 �申８月２５日�ま
でに電話で

�申�問母子家庭等就業・自立支援セ
ンター ０６（６７６２）９４９８、�０６（６７６２）
３７９６

�問こども家庭課

９月～１２月に開催するスポーツ教

室の会員を募集します。開催教室、

とき、内容などは表のとおりです。

�対１８歳以上の方 �定各３０人（抽選）
※応募が少ない教室は中止する場合

があります。 �持動きやすい服装、

ヨガマットまたはバスタオル（ボク

シングエクササイズはタオルと上履

き）、飲み物 �申往復ハガキ（１人１
枚）に教室名、住所、氏名、年齢、

電話番号を書いて、８月３１日�（必
着）までに郵送

�所�申�問〒５７７・０８０４中小阪４―７―６０
東大阪アリーナ ０６（６７２６）１９９５、�
０６（６７２６）１９９４

料金

１０，０００円

１０，０００円

８，０００円

１０，０００円

１０，０００円

※いずれも計１０日間（健美操は計８日間）。

内 容
関節や筋肉をやさしく動かし、姿勢
改善をめざします

体のゆがみを改善し、バランスを整
える健康法

健やかに美しく自分をコントロール
する力を身につける体操

筋肉の緊張を取り、しなやかな筋肉
と美しい姿勢を手に入れる

音楽に合わせてボクシングのパンチ
とフットワーク

と き

金曜日午後１時３０分～２時３０分

木曜日午前１１時～正午

水曜日午前９時３０分～１０時３０分

木曜日午前９時４５分～１０時４５分

木曜日午後１時１５分～２時

教 室 名

バランス健康体操

ルーシーダットンヨガ

健美操

姿勢矯正ピラティス

ボクシングエクササイズ

シングルマザーを応援します

つどい＆就業相談

スポーツ教室の会員を募集

東大阪アリーナ

�時とき �所ところ �対対象 �定定員・定数 �内内容 �講講師
�料料金（表示のないものは無料） �持持ち物 �申申込方法・応募方法など
�申申込み先・応募先 �問問合せ先 �メールアドレス

記号の見方

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成２２年８月１５日（１１）
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交
流
を
楽
し
む
利
用
者
と
ス
タ
ッ
フ

働
く
意
欲
が
あ
り
な
が
ら

就
労
が
困
難
な
方
を
対
象
に

開
講
し
ま
す
。

◇
と
き

９
月
２７
日
�
〜

１０
月
２８
日
�
午
前
１０
時
〜
午

後
４
時（
水
・
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
計
１８
日
間
）

※
１０
月
２９
日
�
は
受
験
前

特
訓
日
。

◇
と
こ
ろ

明
洋
ラ
イ
セ

ン
ス
ス
ク
ー
ル
（
近
鉄
河
内

小
阪
駅
前
）

※
会
場
は
３
階
で
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◇
対
象

全
日
程
参
加
で

き
、
キ
ー
ボ
ー
ド
入
力
お
よ

び
ワ
ー
ド
で
文
書
作
成
が
で

き
る
市
内
在
住
の
離
職
者（
学

生
を
除
く
）

◇
定
員

２５
人
（
抽
選
）

◇
内
容

日
商
Ｐ
Ｃ
検
定

文
書
作
成
３
級
対
策
講
座
と

受
験※

受
験
は
１０
月
３０
日
�
午

前
１０
時
〜
正
午
。

◇
料
金

９
９
６
０
円

◇
申
込
方
法

往
復
ハ
ガ

キ
に
講
座
名
、
受
講
動
機
、

住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
・

返
信
用
も
）、
年
齢
、
電
話
番

号
を
書
い
て
、
９
月
３
日
�

（
必
着
）
ま
で
に
郵
送

※
受
講
候
補
者
確
定
後
、

候
補
者
へ
受
講
確
認
通
知
を

発
送
し
ま
す
。

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

〒
５７７
・
０
０
５
４
高
井
田
元

町
２
―

１
―

８

�
東
大
阪
市

雇
用
開
発
セ
ン
タ
ー

０
６

（
６
７
８
８
）４
５
５
４
、
�

０
６（
６
７
８
８
）４
５
５
５

◇
問
合
せ
先

労
働
雇
用

政
策
室

０
６（
４
３
０
９
）

３
１
７
８
、
�
０
６
（
４
３

０
９
）
３
８
４
６

東東
大大
阪阪
若若
者者
ササ
ポポ
ーー
トト
スス
テテ
ーー
シシ

ョョ
ンン
でで
はは
、、
若若
者者
のの
職職
業業
的的
自自
立立
をを

支支
援援
すす
るる
たた
めめ
、、
カカ
ウウ
ンン
セセ
ララ
ーー
なな

どど
がが
相相
談談
にに
応応
じじ
てて
いい
まま
すす
。。

働働
くく
ここ
とと
にに
つつ
いい
てて
ささ
まま
ざざ
まま
なな

不不
安安
やや
悩悩
みみ
をを
もも
っっ
てて
いい
るる
みみ
なな
ささ

んん
、、
一一
人人
でで
悩悩
まま
なな
いい
でで
気気
軽軽
にに
相相

談談
しし
てて
くく
だだ
ささ
いい
。。

東
大
阪
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
で
は
、「
就
職
活
動
が

う
ま
く
い
か
な
い
」「
長
期
間
ひ

き
こ
も
り
」
な
ど
、
働
く
こ
と

に
不
安
や
悩
み
が
あ
る
１５
歳
か

ら
３９
歳
ま
で
の
１
年
以
上
就
労

し
て
い
な
い
方
を
対
象
に
、
就

労
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
支
援

を
し
て
い
ま
す
。
お
も
な
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
相
談
支
援
】

悩
み
を
抱
え
て
い
る
方
や
そ

の
家
族
か
ら
の
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。
相
談
内
容
や
個
人
情

報
は
守
秘
義
務
に
よ
り
厳
守
し

ま
す
。

【
就
労
支
援
】

い
ろ
ん
な
仕
事
・
職
場
を
実

際
に
体
験
し
て
、
あ
な
た
に
合

っ
た
就
労
を
い
っ
し
ょ
に
考
え

て
い
き
ま
す
。
体
験
先
や
職
場

な
ど
は
話
し
合
っ
て
決
め
ま
す
。

【
家
庭
訪
問
・
出
張
相
談
】

人
や
社
会
と
つ
な
が
り
を
持

つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
必
要

に
応
じ
て
家
庭
訪
問
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
出
張
相
談
を
毎
月

第
４
木
曜
日
午
前
１０
時
か
ら
午

後
５
時
ま
で
市
役
所
本
庁
舎
で

行
っ
て
い
ま
す
。

【
交
流
ス
ペ
ー
ス
（
居
場
所
）

の
提
供
】

相
談
を
通
し
て
就
労
支
援
計

画
を
作
成
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
や
集
団
へ

の
適
応
な
ど
、交
流
ス
ペ
ー
ス
が

必
要
な
方
に
提
供
し
て
い
ま

す
。【

学
習
交
流
会
】

家
族
で
参
加
で
き
る
学
習
交

流
会
で
す
。
同
じ
悩
み
を
も
つ

家
族
同
士
が
解
決
へ
向
け
て
話

し
合
っ
た
り
、
相
談
し
た
り
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

毎
月
第
２
日
曜
日
午
後
１
時

３０
分
か
ら
３
時
ま
で
東
大
阪
若

者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で

開
催
し
て
い
ま
す
。

◇

◇

◇
開
所
日
時

月
〜
金
曜
日

午
前
１０
時
〜
午
後
５
時

※
８
月
１３
日
�
を
除
く
。

◇
問
合
せ
先

▽
〒
５７７
・
０
０

５
４
高
井
田
元
町
２
―

４
―

６

東
大
阪
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン

０
６
（
６
７
８
７
）

２
０
０
８
、�
０
６（
６
７
８
７
）

２
０
１
８
、
Ｅ
メ
ー
ルk

u
ru

m
i@
c
lo
c
k
.o
c
n
.n
e
.jp

▽
労
働
雇
用
政
策
室

０
６

（
４
３
０
９
）３
１
７
８
、�
０
６

（
４
３
０
９
）
３
８
４
６

こ
の
ほ
ど
、昨
年
打
ち
上
げ
ら

れ
た
人
工
衛
星「
ま
い
ど
１
号
」

を
開
発
し
た
東
大
阪
宇
宙
開
発

協
同
組
合
理
事
長
の
�
本
日
出

夫
さ
ん
が「
や
り
ま
し
た
夢
の
実

現
〜
ま
い
ど
１
号
宇
宙
へ
」を
テ

ー
マ
に
、
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
・

コ
ア
東
大
阪
で
講
演
し
ま
し
た

（
写
真
）。

こ
の
講
演
は
、
東
大
阪
若
者

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
若

者
に
仕
事
の
す
ば
ら
し
さ
を
感

じ
て
も
ら
お
う
と
初
め
て
開
催

し
た
も
の
で
す
。

人
工
衛
星
打
ち
上
げ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

や
度
重
な
る
危
機
に
ど
の
よ
う

に
対
処
し
、
成
功
し
た
の
か
を

仕
事
の
す
ば
ら
し
さ
や
心
構
え

な
ど
を
交
え
な
が
ら
�
本
さ
ん

が
話
す
と
、
参
加
者
ら
は
真
剣

に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

市
内
の
中
小
企
業
が
製
造

し
て
い
る
製
品
の
デ
ザ
イ
ン

力
向
上
の
取
組
み
を
支
援
す

る
た
め
、
第
２
回
デ
ザ
イ
ン

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

本
市
の
デ
ザ
イ
ン
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
の
喜
多
俊

之
さ
ん
が
具
体
的

に
市
内
企
業
の
製

品
を
ア
ド
バ
イ
ス

す
る
相
談
会
を
公

開
形
式
で
行
い
ま

す
。製

品
の
デ
ザ
イ

ン
性
を
高
め
、
製

品
の
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
を
図
り
ま
せ
ん
か
。

◇
と
き

８
月
２７
日
�
午

後
２
時
〜
４
時
４５
分

◇
と
こ
ろ

ク
リ
エ
イ
シ

ョ
ン
・
コ
ア
東
大
阪
南
館
ク

リ
エ
イ
タ
ー
ズ
プ
ラ
ザ

◇
対
象

市
内
製
造
業
者

◇
定
員

５０
人
（
申
込
先

着
順
）

◇
申
込
方
法

申
込
書
に

必
要
事
項
を
書
い
て
、
８
月

２３
日
�
ま
で
に
フ
ァ
ク
ス
ま

た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で

※
申
込
書
は
モ
ノ
づ
く
り

支
援
室
で
配
布
。
技
術
交
流

プ
ラ
ザ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp���w
w
w
.tech

p
la

za
.city

.h
ig
a
s
h
io
s
a

k
a
.o
s
a
k
a
.jp�

）
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま

す
。◇

申
込
み
・
問
合
せ
先

モ
ノ
づ
く
り
支
援
室

０
６

（
４
３
０
９
）
３
１
７
７
、

�
０
６
（
４
３
０
９
）
３
８

４
６
、
Ｅ
メ
ー
ルm

o
n
o

d
u
k
u
ri@
city
.h
ig
a

s
h
io
s
a
k
a
.lg
.jp

市
で
は
、
市
内
中
小
企
業

の
技
術
開
発
力
の
向
上
、
製

品
の
高
付
加
価
値
化
を
支
援

す
る
た
め
、
製
品
化
に
向
け

た
試
作
品
の
製
作
な
ど
、
製

品
の
事
業
化
に
取
り
組
む
中

小
企
業
者
に
対
し
、
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
補
助
金
の
交

付
を
受
け
る
た
め
に
は
、
事

業
計
画
な
ど
を
提
案
し
、
採

択
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。◇

対
象

市
内
に
本
社
ま

た
は
工
場
が
あ
り
、
引
き
続

き
１
年
以
上
事
業
を
営
ん
で

い
る
中
小
企
業
者

◇
補
助
内
容

製
品
化
に

向
け
た
試
作
品
の
製
作
に
か

か
る
経
費
の
一
部

◇
補
助
額

事
業
経
費
に

か
か
る
合
計
額
の
２
分
の
１

以
内
で
、
１
事
業
者
あ
た
り

上
限
５０
万
円

◇
提
案
方
法

提
案
書
類

と
添
付
書
類
な
ど
を
８
月
１６

日
�
〜
９
月
７
日
�（
必
着
）

に
郵
送
ま
た
は
直
接

※
提
案
書
類
は
モ
ノ
づ
く

り
支
援
室
で
配
布
。
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
も
で
き
ま
す
。

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

〒
５７７
・
８
５
２
１
市
役
所
モ

ノ
づ
く
り
支
援
室

０
６

（
４
３
０
９
）
３
１
７
７
、

�
０
６
（
４
３
０
９
）
３
８

４
６

第１回デザインセミナーは
約１２０人参加しました

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人
でででででででででででででででででででででででででででで
悩悩悩悩悩悩悩悩悩悩悩悩悩悩悩悩悩悩悩悩悩悩悩悩悩悩悩悩
まままままままままままままままままままままままままままま
ずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずず
相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相
談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談
をををををををををををををををををををををををををををを

製品のデザイン力向上を支援

デザインセミナー

東
大
阪
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

仕事のすばらしさを講演

東大阪宇宙開発協同組合理事長
すぎ

�本 日出夫さん

ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
て
就
職
を
有
利
に

製
品
化
促
進
事
業

就
労
支
援
パ
ソ
コ
ン
講
座

試
作
品
の
製
作
に
補
助
金

（１２）

自転者盗、空き巣、車上ねらいなどの被害にあわないために手間を惜しまず対策を行いましょう。 ―東大阪市治安対策本部―

平成２２年８月１５日東 大 阪 市 政 だ よ り


